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こ
の
日
誌
は
、
和
綴
じ
の
表
紙
に
﹁
日
誌 

大
正
九
年
度
 
大
正
九
年
四
月
よ

※

り
十
年
三
月
迄
﹂
と
記
さ
れ
た
学
級
日
誌
で
、
中
扉
に
は
﹁
大
正
九
年
度
 
女
学

校
日
誌
 
卯
月 

皐
月 

水
無
月 

乃
巻
﹂
と
あ
る
が
、
四
月
か
ら
三
月
ま
で
、
毎
日

の
学
校
で
の
授
業
、
行
事
の
様
子
を
当
番
に
当
た
っ
た
生
徒
が
交
代
で
墨
書
し
た

も
の
で
あ
る
。ど
こ
の
女
学
校
な
の
か
は
、表
書
き
な
ど
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

文
章
を
読
ん
で
み
る
と
、﹁
私
立
成
蹊
女
学
校
﹂
の
日
誌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 ﹃
成
蹊
学
園
六
十
年
史
﹄
︵
一
九
七
三
年
 
以
下
﹁
六
十
年
史
﹂
と
す
る
︶
に
よ

れ
ば
、
成
蹊
女
学
校
は
、
一
九
一
七
︵
大
正
六
︶
年
四
月
に
開
校
し
た
女
学
校
で

あ
る
。﹁
六
十
年
史
﹂
に
は
﹁
高
等
女
学
校
令
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
ふ
つ

う
の
女
学
校
で
あ
っ
た
﹂
と
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
位
置
づ
け
と
し
て
は

各
種
学
校
と
思
わ
れ
る
。

 
近
代
の
学
校
制
度
で
は
、
中
等
教
育
レ
ベ
ル
の
学
校
は
、
男
子
と
女
子
が
異
な

る
教
育
課
程
を
も
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
学
校
の
種
類
が
あ
る
。
大
正

期
に
は
、
女
子
の
中
等
教
育
進
学
率
が
増
加
し
、
こ
の
時
期
女
子
が
進
学
し
た
学

校
に
は
、
高
等
女
学
校
、
実
科
高
等
女
学
校
、
実
業
学
校
︵
農
業
、
商
業
、
職
業

学
校
な
ど
︶
、
女
子
師
範
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
が
あ
る
。
各
種
学
校
は
、
高
等

女
学
校
令
、
実
業
学
校
令
な
ど
の
規
程
に
基
づ
か
な
い
学
校
で
、
キ
リ
ス
ト
教
系

の
学
校
な
ど
そ
の
教
育
の
独
自
性
を
保
つ
た
め
に
あ
え
て
各
種
学
校
の
位
置
づ
け

に
あ
っ
た
学
校
も
多
く
、
成
蹊
女
学
校
も
そ
の
教
育
内
容
な
ど
か
ら
見
て
、
教
育

の
独
自
性
を
重
ん
じ
て
各
種
学
校
と
し
て
開
校
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
校
舎
は
、
現
在
の
西
池
袋
か
ら
目
白
付
近
の
﹁
上
が
り
屋
敷
﹂
の
一
角
に
新
築

さ
れ
た
。
そ
の
一
帯
は
江
戸
時
代
に
は
徳
川
家
の
狩
り
場
で
将
軍
吉
宗
が
休
憩
所

を
作
っ
た
こ
と
か
ら
﹁
お
上
が
り
屋
敷
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

女
学
校
は
、﹁
東
京
府
北
豊
島
郡
高
田
村
目
白
﹂
︵
成
蹊
学
園
史
料
館
展
示
よ
り
︶

に
位
置
し
て
お
り
、
修
業
年
限
四
年
、
一
学
年
二
十
人
の
小
規
模
の
学
校
で
あ
る
。

目
白
駅
か
ら
池
袋
に
向
か
い
Ｊ
Ｒ
の
線
路
に
沿
っ
て
三
～
五
分
歩
い
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
成
蹊
女
学
校
創
立
の
四
年
後
の
一
九
二
一
年
に
は
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
近

く
の
池
袋
寄
り
に
羽
仁
も
と
子
夫
妻
が
自
由
学
園
を
創
立
す
る
。﹁
六
十
年
史
﹂

に
よ
れ
ば
、
羽
仁
夫
妻
は
自
由
学
園
創
立
に
つ
い
て
、
成
蹊
女
学
校
の
中
村
校
長

に
し
ば
し
ば
相
談
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
。
目
白
側
に
は
、
学
習
院
、
日
本
女
子

大
学
校
が
す
で
に
開
校
さ
れ
、
池
袋
側
に
は
、
豊
島
師
範
、
神
学
院
も
あ
り
学
園

地
区
で
も
あ
っ
た
。

 
そ
の
後
成
蹊
女
学
校
は
、
一
九
二
一
︵
大
正
一
〇
︶
年
四
月
に
は
、
成
蹊
高
等

女
学
校
と
な
る
。
一
九
二
四
年
、
成
蹊
学
園
は
新
設
の
七
年
制
成
蹊
高
等
学
校
発

東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
 
第
四
五
号
 
二
〇
〇
五
年

1
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足
と
と
も
に
現
在
の
吉
祥
寺
に
移
転
す
る
が
、
成
蹊
高
等
女
学
校
は
目
白
に
と
ど

ま
り
、
一
九
三
五
︵
昭
和
一
〇
︶
年
、
学
園
か
ら
分
離
独
立
し
て
新
た
に
財
団
法

人
東
京
成
蹊
高
等
女
学
校
と
し
て
再
発
足
す
る
。
し
か
し
、
空
襲
に
よ
り
校
舎
が

全
焼
す
る
な
ど
の
た
め
、
戦
後
は
財
政
的
に
苦
況
に
た
ち
、
一
九
五
一
︵
昭
和

二
六
︶
年
に
新
学
制
の
も
と
で
成
蹊
女
子
学
園
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
九
五
四
︵
昭

和
二
九
︶
年
に
は
、
成
蹊
学
園
と
合
併
し
、
在
校
生
は
成
蹊
高
等
学
校
に
編
入
さ

れ
た
。
︵﹁
六
十
年
史
﹂︶

 
成
蹊
女
学
校
は
、そ
れ
以
前
に
開
校
さ
れ
て
い
た
成
蹊
実
務
学
校
、成
蹊
中
学
校
、

成
蹊
小
学
校
を
創
立
し
て
校
長
と
な
っ
た
中
村
春
二
の
女
子
教
育
へ
の
構
想
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
。
中
村
校
長
は
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
一
九
〇
六
︵
明

治
三
九
︶
年
、
学
生
塾
成
蹊
園
を
開
設
し
、
一
九
一
二
年
に
は
成
蹊
実
務
学
校
を

創
立
し
て
校
長
と
な
る
。
中
村
は
、
自
分
の
地
所
を
処
分
し
て
、
目
白
駅
近
く
の

上
が
り
屋
敷
に
新
た
に
敷
地
を
購
入
し
、
さ
ら
に
借
地
を
加
え
て
校
舎
を
新
築
し

て
い
る
。
中
村
は
、
教
育
の
中
に
心
身
鍛
練
方
式
お
よ
び
精
神
統
一
に
よ
る
﹁
自

研
自
習
方
式
﹂
な
ど
そ
れ
ま
で
の
教
育
方
法
に
加
え
、
時
事
問
題
な
ど
に
対
す
る

師
弟
間
の
対
話
や
頻
繁
に
旅
行
、
遠
足
を
取
り
入
れ
る
教
育
を
実
践
し
た
。

校
舎
は
、
講
堂
、
教
室
、
作
法
室
、
割
烹
室
、
職
員
室
と
小
教
室
の
ほ
か
に
茶
室
、

農
場
、
運
動
場
を
設
け
、
女
子
高
等
師
範
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
栢
野
ヒ
サ
を
女

学
校
教
務
主
任
と
し
、
教
育
方
針
を
固
め
た
と
い
う
。

 
資
料
の
日
誌
は
、
現
在
筆
者
︵
江
原
︶
個
人
の
所
蔵
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
成

蹊
女
学
校
関
係
者
か
ら
古
書
店
に
わ
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
女
学
校
開
設
の
四
年

目
の
一
九
二
〇
︵
大
正
九
︶
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
学
級
日
誌
で
、
毎
年

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
の
一
九
二
一
︵
大
正
一
〇
︶
年
度
か
ら

高
等
女
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、本
資
料
は
﹁
女
学
校
﹂

と
し
て
最
後
の
年
度
の
日
誌
と
い
う
点
で
特
徴
が
あ
り
、
日
誌
に
も
そ
の
記
述
が

み
ら
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
、
今
回
は
そ
の
四
分
の
一
程
度
を
紹
介
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
後
引
き
続
き
紹
介
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
。
成
蹊
学
園
史
料
館
に
は
、

﹁
女
学
校
日
誌
﹂
は
、
一
九
二
一
︵
大
正
一
〇
︶
年
か
ら
戦
後
の
一
九
四
九
︵
昭

和
二
四
︶
年
ま
で
は
残
さ
れ
て
お
り
、﹃
東
京
成
蹊
高
等
女
学
校
日
誌―

昭
和
三

年
か
ら
同
二
十
四
年
ま
で
の
抄
録
﹄
と
し
て
小
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
も
あ

る
。
し
か
し
、﹁
女
学
校
﹂
時
代
の
日
誌
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
紹

介
す
る
意
味
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
成
蹊
女
学
校
の
教
育
の
特
徴
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
と
、
そ
の
一
つ
は
﹁
凝
念
法
﹂

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
村
校
長
が
他
の
学
校
で
も
実
施
し
て
き
た
精
神
統
一
法
で
、

成
蹊
教
育
の
根
底
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
凝
念
法
は
、
端
座
し
て
目
を
閉
じ
、

雑
念
を
取
り
払
い
、
無
念
無
想
の
境
地
に
身
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
授
業
開
始
前

の
三
十
分
間
、全
員
こ
の
凝
念
法
を
お
こ
な
い
、精
神
修
養
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、

﹁
心
力
歌
﹂
を
唱
和
す
る
こ
と
も
成
蹊
学
園
の
特
徴
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
精
神

力
の
偉
大
さ
を
う
た
っ
た
心
の
力
︵
心
力
歌
︶
全
八
章
を
凝
念
の
際
に
唱
和
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
第
二
章
﹁
心
に
力
あ
り
と
い
え
ど
も
、
養
は
ざ
れ
ば

日
に
ほ
ろ
ぶ
。・
・
・
・
﹂
と
い
う
よ
う
な
内
容
を
暗
誦
さ
せ
、
毎
日
一
章
か
ら

全
章
を
空
で
詠
唱
し
た
と
い
う
︵﹁
六
十
年
史
﹂︶
。
ま
た
、
茶
の
湯
、
謡
曲
な
ど

も
重
視
し
、
東
大
文
学
部
出
身
の
奥
田
正
造
を
講
師
に
招
聘
し
、
茶
の
湯
を
正
課

と
し
て
教
授
さ
せ
た
。
茶
室
﹁
不
言
庵
﹂
で
、
茶
の
湯
の
根
本
精
神
を
学
ん
だ
。

 ﹁
六
十
年
史
﹂
に
よ
り
一
九
二
〇
︵
大
正
九
︶
年
度
の
女
学
校
職
員
を
み
る
と
、

前
年
ま
で
校
長
だ
っ
た
中
村
春
二
が
交
代
し
、
奥
田
正
造
が
校
長
に
な
っ
て
い
る
。

奥
田
は
、
観
音
経
を
誦
じ
さ
せ
、
茶
道
を
根
幹
と
す
る
よ
り
仏
教
的
色
彩
の
濃
い

教
育
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
が
、
資
料
の
時
期
に
は
、
中
村
前
校
長
の
教
育
方
針

も
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
当
時
の
教
員
、
生
徒
へ
の
聞
き
取
り
に

よ
れ
ば
、﹁
中
村
先
生
﹂
の
教
育
は
、
恋
愛
に
つ
い
て
も
否
定
的
で
は
な
く
、
箱
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根
の
テ
ン
ト
生
活
な
ど
楽
し
い
思
い
出
が
多
か
っ
た
が
、﹁
奥
田
先
生
﹂
は
、
写

経
な
ど
が
と
て
も
眠
く
、
お
汁
粉
屋
に
行
く
の
は
罪
悪
と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
、

卒
業
生
と
も
親
し
く
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︵﹁
成
蹊
学
園
史
料
館
年
報
﹂
二

〇
〇
三
年
度
︶
。

 
設
置
さ
れ
て
い
た
科
目
は
、
修
身
、
国
語
、
漢
文
、
地
理
、
理
科
、
家
事
、
割
烹
、

裁
縫
、
習
字
、
図
画
、
音
楽
、
数
学
、
教
育
、
歴
史
、
英
語
、
園
芸
な
ど
高
等
女

学
校
の
教
育
課
程
に
も
あ
る
も
の
に
加
え
、
謡
曲
、
仕
舞
、
琴
、
看
護
学
、
薙
刀
、

弓
道
が
加
わ
っ
て
い
る
。
割
烹
に
は
、
赤
堀
峯
吉
の
名
も
見
え
る
。

 
ま
た
、
日
誌
か
ら
大
正
九
年
度
の
年
間
行
事
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
行
事
が
あ
る
。

　
※
「
大
正
九
年
度
　
女
学
校
日
誌
」
個
人
蔵

 
 
成
蹊
女
学
校
 
大
正
九
年
度
 
学
校
行
事

四
月
・
・
・
五
日
 
 
 
 
始
業
式

 
 
 
 
 
六
日
 
 
 
 
新
入
生
歓
迎
会

 
 
 
 
 
八
日
 
 
 
 
花
ま
つ
り
の
会(

小
学
校
に
て)･･･
釈
尊
の
降
誕
日

 
 
 
 
 
二
十
三
日
 
 
沢
庵
禅
師
・
真
淵
先
生
の
御
墓
参
り
︵
八
ッ
山
︶

 
 
 
 
 
二
十
九
日
 
 
靖
国
神
社
大
祭
に
つ
き
臨
時
休
業

五
月
・
・
・
十
四
～
十
五
日
 
 
箱
根
旅
行

 
 
 
 
 
二
十
八
日
 
 
体
格
検
査
 
徹
夜
会

六
月
・
・
・
五
日
 
 
 
 
英
語
会

 
 
 
 
 
十
五
日
 
 
 
体
格
検
査
︵
身
長
・
胸
囲
︶

 
 
 
 
 
二
十
二
日
 
 
音
楽
会

 
 
 
 
 
二
十
五
日
 
 
小
学
校
音
楽
会

七
月
・
・
・
八
～
十
五
日
 
箱
根
旅
行

 
 
 
 
 
十
七
日
 
 
 
茶
話
会

 
 
 
 
 
十
九
～
九
月
十
三
日
 
 
夏
の
学
校

 
 
 
 
 
二
十
六
～
三
十
一
日
 
 
特
別
講
習

 
 
 
 
 
三
十
日
 
 
 
明
治
天
皇
祭
に
つ
き
休
課

八
月
・
・
・
三
日
 
 
 
 
岩
崎
男
爵
お
誕
生
日
の
式
︵
講
演
︶

 
 
 
 
 
十
～
十
六
日
 
夏
期
休
業

 
 
 
 
 
十
七
日
 
 
 
茶
話
会

 
 
 
 
 
二
十
五
日
 
 
賛
助
員
岩
崎
久
彌
男
爵
の
お
誕
生
日
の
式

 
 
 
 
 
二
十
六
日
 
 
羽
田
へ
遠
足

九
月
・
・
・
十
三
日
 
 
 
乃
木
会

 
 
 
 
 
十
六
日
 
 
 
二
学
期

十
月
・
・
・
八
日
 
 
 
 
体
重
測
定
︵
中
学
校
に
て
︶

 
 
 
 
 
三
十
日
 
 
 
教
育
勅
語
下
賜
三
十
年
記
念
の
式

 
 
 
 
 
十
一
～
十
三
日
 
 
日
光
旅
行
︵
一
、
二
、三
年
︶

 
 
 
 
 
十
五
日
 
 
 
茶
話
会

十
一
月
・
・
一
日
 
 
 
 
明
治
神
宮
の
御
鎮
座
祭
︵
中
学
校
に
て
︶

 
 
 
 
 
四
～
十
七
日
 
四
年
生
修
学
旅
行

 
 
 
 
 
六
日
 
 
 
 
成
蹊
美
術
展
覧
会
︵
中
学
校
に
て
︶

 
 
 
 
 
二
十
日
 
 
 
旅
行
の
お
み
や
げ
話
会
 
英
語
会

 
 
 
 
 
二
十
二
日
 
 
児
童
衛
生
展
覧
会
︵
四
年
生
︶

十
二
月
・
・
七
～
八
日
 
 
徹
夜
会

 
 
 
 
 
二
十
日
 
 
 
お
餅
搗
・
忘
年
会

 
 
 
 
 
二
十
一
～
二
十
三
日
 
 
断
食
会

 
 
 
 
 
二
十
四
～
一
月
九
日
 
 
冬
季
休
業

一
月
・
・
・
十
日
 
 
 
 
新
年
の
祝
賀
会
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二
十
二
日
 
 
今
村
賛
助
員
誕
生
祝
賀
会

二
月
・
・
・
三
日
 
 
 
 
節
分
豆
ま
き

 
 
 
 
 
十
一
日
 
 
 
紀
元
節

三
月
・
・
・
二
日
 
 
 
 
お
ひ
な
さ
ま
の
会

 
 
 
 
 
五
日
 
 
 
 
音
楽
会
︵
学
園
全
体
︶

 
 
 
 
 
十
二
日
 
 
 
送
別
会

 
 
 
 
 
十
三
日
 
 
 
卒
業
式

 
 
 
 
 
二
十
日
 
 
 
修
業

 
 
大
正
九
年
度

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
卯
月

 
 
 
 
女
学
校
日
誌
 
 
 
皐
月
 
 
 
乃
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水
無
月

 
 
 
四
月
五
日
 
 
月
 
 
雨

 
新
し
く
一
年
の
方
を
お
む
か
ひ
し
て
今
日
か
ら
急
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

二
三
四
年
は
各
受
持
ち
の
お
掃
除
。
九
時
過
き
か
ら
始
業
式
か
開
か
れ
ま
し
た
。

 
 
一
、 

凝
念

 
 
一
、 

観
音
経
偈げ

 
 
一
、 

主
事
訓
話
︵
教
室
の
改
良
︶
︵
月
謝
の
変
更
︶

 
 
一
、 

先
生
方
の
御
紹
介

 
 
一
、 

新
旧
生
の
引
合
せ

 
 
一
、 

中
村
先
生
の
御
話
︵
校
風
の
大
体
︶

 
 
一
、 

心
力
歌

 
十
二
時
頃
終
り
ま
し
た
。
四
年
生
は
お
割
烹
室
を
か
た
つ
け
て
か
へ
り
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
六
日
 
 
火
 
 
雨

 
午
前
中
は
お
稽
古
を
し
て
午
後
か
ら
一
年
生
の
歓
迎
会
を
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
今
日
は
中
村
先
生
の
凝
念
で
御
座
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
い
ら
つ
し
や
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
掃
除
の
時
は
四
年
生
が
指
導
及
お
手
つ
だ
ひ
に
参
り
ま
し
た
。
そ

し
て
お
掃
除
道
具
を
そ
ろ
へ
ま
し
た
。
一
時
か
ら
い
よ
 
 
歓
迎
会
が
初
ま
り
ま

し
た
。
︵
マ
マ
︶

 
 
 
新
入
生
歓
迎
会
次
第

 
 
開
会
の
辞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
、
後
藤

 
 
挨
拶

 
 
唱
歌
︵
桜
︶
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
全
体

 
 
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
、
山
脇

 
 
仕
舞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
、
野
口
、
小
野

 
 
 
 
 
 
 
つ
ゞ
み
 
 
 
 
 
 
 
三
、
伊
藤

 
 
唱
歌
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
年
全
体

 
 
琴
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
、
後
藤
 
 
三
、
松
村

 
 
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
、
佐
伯

 
 
仕
舞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
、
高
橋
、
花
井

 
 
独
唱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
、
草
村

 
 
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
、
田
中

 
 
余
興
︵
改
心
︶
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年

 
 
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野
田

 
 
仕
舞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
、
中
村

 
 
合
唱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
、
牧
野
、
大
原

 
 
 
 
 
 
 
伴
奏
 
 
 
 
 
 
 
 
三
、
佐
川

 
 
余
興
︵
田
舎
の
婦
人
会
︶
 
 
 
 
 

三
年
 

 
 
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
究
生
、
沼
沢
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わ
ら
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
同

 
 
閉
会
の
辞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
、
香
取

 
開
会
の
辞
の
後
中
村
先
生
が
各
国
の
お
じ
き
を
お
し
え
て
下
さ
つ
て
、
そ
の
国

の
ふ
だ
の
い
つ
た
人
は
そ
の
国
の
お
じ
き
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
随
分
面
白

う
御
座
い
ま
し
た
。
終
り
に
は
わ
ら
ひ
と
い
ふ
を
致
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ケ
チ
を
上

に
上
げ
て
お
い
て
上
け
る
時
は
笑
ひ
、
下
に
落
ち
た
ら
ば
笑
は
な
い
事
。

 
今
日
は
中
村
先
生
が
い
ろ
 
 
お
も
し
ろ
い
余
興
を
さ
せ
て
下
さ
っ
た
の
で
う

れ
し
ゆ
う
御
座
い
ま
し
た
。
二
年
の
余
興
、
三
年
の
余
興
い
づ
れ
も
た
の
し
い
内

に
会
は
閉
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
春
雨
は
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
 
 
四
月
七
日
 
 
水
 
 
晴

 
凝
念
の
時
い
つ
も
の
な
ら
ひ
方
と
火
曜
日
の
な
ら
ひ
方
の
お
け
い
こ
を
致
し
ま

し
た
。
長
刀
の
時
実
践
の
方
が
お
出
に
な
っ
て
し
て
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お

声
の
大
き
い
の
に
は
感
心
致
し
ま
し
た
。
明
日
の
お
琴
か
今
日
に
変
更
致
し
ま
し

た
。
か
へ
り
の
唱
歌
は
窓
の
友
の
中
に
あ
る
の
を
致
し
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
八
日
 
 
木
 
 
晴

 
今
日
は
釈
尊
の
降
誕
日
で
午
後
か
ら
小
学
校
に
行
き
花
ま
つ
り
の
会
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
花
見
堂
は
去
年
よ
り
小
さ
い
の
を
女
学
校
で
作
り
ま
し
た
。

 
花
ま
つ
り
次
第

 
 
一
、 

凝
念
法

 
 
二
、
心
力
歌
 
 
第
一
章

 
 
三
、
供
花

 
 
四
、
講
話
︵
釈
尊
︶
 
児
玉
先
生

 
 
五
、
お
伽
ば
な
し
 
 
諸
先
生

 
 
六
、
余
興

 
 
 
 
一
、
お
客
様
 
 
 
 
 
 
 
 
小
四
年
女

 
 
 
 
二
、
あ
ら
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
五
年
女

 
 
 
 
三
、
め
く
ら
と
つ
ん
ぼ
 
 
 
 
六
年
女

 
 
 
 
四
、
早
口
の
う
た
 
 
 
 
 
 
五
六
年
女

 
 
 
 
五
、
ピ
ア
ノ
︵
唱
歌
︶
 
 
 
 

二
三
年
女

 
 
 
 
六
、
お
馬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
年
男

 
 
 
 
七
、
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
外
山

 
 
 
 
八
、
ピ
ア
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
二
、
今
村

 
 
 
 
九
、
琴
︵
六
段
︶
 
 
 
 
 
 

三
、
松
村
、
牧
原

 
 
 
一
〇
、
仕
舞
︵
冨
士
太
鼓
︶
 
 
 

四
、
後
藤

 
 
 
一
一
、
唱
歌
︵
岸
の
桜
・
海
楼
眺
望
、
菩
提
樹
︶
 
二
年
以
上

 
 
 
一
二
、
昔
ば
な
し
︵
唱
歌
︶
 
 
 
全
体

 
そ
の
他
番
外
と
し
て
橘
先
生
・
小
林
先
生
の
独
唱
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 
 
 
七
、
心
力
歌
 
 
第
八
章

 
 
 
 
八
、
茶
果
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上

 
女
学
校
で
ば
か
り
会
を
し
て
居
る
私
た
ち
に
は
小
学
校
の
あ
ど
け
な
い
か
は
ゆ

ら
し
い
の
が
何
よ
り
お
も
し
ろ
う
御
座
い
ま
し
た
。
会
が
終
っ
て
配
ら
れ
た
お
せ

ん
べ
い
を
頂
い
て
居
る
う
ち
、
日
は
だ
ん
 
 
と
西
に
傾
い
て
講
堂
の
硝
子
窓
に

美
し
く
照
っ
て
を
り
ま
し
た
。
一
度
女
学
校
に
帰
り
そ
れ
か
ら
直
に
分
れ
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
九
日
 
 
金
 
 
晴

 
今
日
か
ら
自
彊
術
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
年
の
方
で
は
じ
め
て
な
さ
っ
た
方
は

大
分
お
こ
ま
り
の
や
う
で
御
座
居
ま
し
た
。
午
后
実
務
学
校
の
方
の
音
楽
の
先
生

草
川
先
生
が
お
み
え
に
な
り
窓
の
友
の
中
を
二
三
お
う
た
ひ
に
な
っ
て
お
き
か
せ

下
さ
い
、
こ
れ
か
ら
女
学
校
の
方
へ
も
色
々
お
世
話
し
て
下
さ
い
ま
す
そ
う
で
す
。

 
学
校
の
色
々
の
工
事
も
だ
ん
出
来
上
っ
て
参
り
ま
す
。
家
事
室
は
も
う
す
っ
か

り
出
来
、
今
職
員
室
が
な
ほ
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
か
べ
を
こ
わ
す
音
が
や
か
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ま
し
う
御
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
応
接
間
に
六
枚
屏
風
の
美
し
い
の
が
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
よ
く
拝
見
致
し
ま
す
と
此
の
間
ま
で
村
田
先
生
の
お
へ
や
に
あ
っ
た
白
い

屏
風
に
大
沼
先
生
が
絵
を
お
書
き
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
海
岸
の
景
色

で
大
へ
ん
気
持
ち
の
い
ゝ
絵
で
御
座
居
ま
す
。

 
 
 
四
月
十
日

 
目
白
の
と
ほ
り
の
桜
も
大
分
ひ
ら
き
ま
し
た
。
今
日
は
井
戸
の
そ
ば
の
ど
ぶ
を

な
ほ
し
て
居
る
の
で
中
々
好
い
に
ほ
ひ
が
し
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
校
舎
の
中
を
大
工

さ
ん
が
な
ほ
し
て
居
る
の
で
う
る
さ
く
て
 
 
 
 
 
御
話
が
ち
っ
と
も
き
こ
え

ま
せ
む
。
暫
く
目
で
御
飯
を
頂
き
ま
し
た
。

 
午
後
か
ら
一
年
と
四
年
と
は
園
芸
で
あ
つ
た
。
家
事
室
の
中
は
ゆ
か
に
な
に
か

ぬ
っ
た
の
で
当
分
は
入
れ
な
い
で
せ
う
。
昨
日
唱
歌
し
て
頂
い
た
草
川
先
生
に
火

曜
日
に
来
て
頂
き
、
ヴ
ア
ィ
オ
リ
ン
を
し
て
頂
く
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

明
後
日
は
女
学
校
の
唱
歌
の
先
生
が
御
い
で
下
さ
る
と
の
御
話
も
あ
り
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
十
二
日
 
 
月
 
 
晴

 
晴
ば
れ
し
た
よ
い
天
気
で
し
た
。
一
年
の
方
は
大
分
自
彊
術
の
や
り
か
た
が
お

わ
か
り
に
な
つ
た
や
う
で
す
。
午
後
音
楽
の
渡
辺
先
生
が
い
ら
っ
し
や
つ
た
の
で

食
堂
で
中
村
先
生
か
ら
御
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
、
四
年
、
一
年
と

順
に
教
へ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
終
り
の
時
間
四
年
は
桑
畑
、
三
年
生
は
草
取
等

致
し
ま
し
た
。
桑
畑
は
じ
ゃ
が
い
も
を
蒔
く
の
だ
そ
う
で
す
。

 
鼓
を
し
て
い
ら
っ
し
や
る
方
は
講
堂
で
御
座
い
ま
し
た
。
溝
の
普
請
も
出
来
上

り
家
事
室
と
食
堂
の
床
の
上
が
奇
麗
に
ぬ
ら
れ
ま
し
た
。
教
員
室
、
応
接
間
の
手

入
れ
も
大
分
出
来
上
り
ま
し
た
。
時
間
割
変
更
の
発
表
が
御
座
い
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
十
三
日
 
 
火
 
 
晴

 
は
じ
め
て
、
来
た
順
に
す
わ
っ
て
校
長
先
生
の
御
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
朝
か

ら
渡
辺
先
生
が
お
み
え
に
な
つ
て
、
ピ
ア
ノ
の
音
が
に
ぎ
や
か
に
き
こ
え
て
居
り

ま
し
た
。
お
昼
の
お
菜
は
切
り
干
し
で
御
座
い
ま
し
た
。
お
昼
か
ら
此
間
の
橘
先

生
と
小
学
校
の
小
林
先
生
が
お
み
え
に
な
り
、
気
持
の
よ
い
歌
を
聞
か
せ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
観
世
先
生
や
、
永
島
先
生
も
御
一
し
ょ
に
、
大
原
さ
ん
と
沼
津
さ
ん

の
御
母
様
が
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
の
方
の
心
の
こ
も
つ
た
草

餅
を
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
幸
子
さ
ん
が
、﹁
は
し
め
て
作
り
ま
し
た
か
ら
へ

ん
で
御
座
い
ま
す
﹂
と
お
断
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
々
結
構
で
御
ざ
い
ま
し
た
。

 
お
帰
り
の
唱
歌
の
時
、
小
林
橘
両
先
生
も
ご
一
し
ょ
に
御
う
た
ひ
下
さ
い
ま
し

た
。
も
う
桜
も
盛
り
を
す
ぎ
ま
し
て
、
今
度
は
寒
に
知
ら
れ
ぬ
雪
と
降
っ
て
、
見

事
に
終
る
の
で
御
ざ
い
ま
せ
う
。

 
 
 
四
月
十
四
日
 
 
水
 
 
曇
後
雨

 
今
日
は
朝
か
ら
く
も
っ
て
を
り
ま
し
た
が
、
お
昼
頃
か
ら
と
う
 
 
雨
が
降
っ

て
参
り
ま
し
た
。
お
ひ
る
の
御
は
ん
の
後
奥
田
先
生
か
ら
﹁
約
束
の
期
日
を
ま
も

る
事
。﹂
と
﹁
風
来
物
の
中
に
見
覚
え
の
あ
る
も
の
が
あ
つ
た
ら
取
る
様
に
。﹂
と

い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
絹
糸
の
や
う
な
春
雨
と
お
も
っ
た
の

に
、
だ
ん
 
 
つ
よ
く
な
り
、
風
さ
へ
加
は
っ
て
参
り
ま
し
た
。
皆
様
お
帰
り
に

な
る
の
に
さ
ぞ
お
困
り
に
な
つ
た
事
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

 
長
刀
の
試
合
の
お
道
具
︵
面
、
胴
、
こ
て
、
臑
当
︶
が
ま
い
り
ま
し
た
。

近
い
う
ち
に
は
試
合
を
拝
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
。

 
 
 
四
月
十
五
日
 
 
木
曜
日

 
お
花
見
 
 
 
と
申
し
て
を
り
ま
し
た
の
に
、
も
う
今
日
あ
た
り
は
風
に
誘
は

れ
て
は
ら
 
 
と
散
っ
て
居
り
ま
す
。
も
う
わ
か
は
が
で
ゝ
き
ま
し
た
。
わ
か
 
 

し
い
み
ど
り
と
う
す
も
ゝ
い
ろ
の
う
つ
り
は
ほ
ん
と
に
よ
い
も
の
で
す
。

 
凝
念
の
時
に
は
観
音
経
と
心
力
歌
第
八
章
を
唱
ひ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
御
割

烹
は
三
四
年
と
も
女
学
校
に
な
っ
て
今
日
は
じ
め
て
ゞ
し
た
。
三
年
は
お
惣
菜
を

四
年
は
西
洋
料
理
を
致
し
ま
し
た
。
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大
工
さ
ん
な
ど
の
手
入
も
ほ
ゞ
で
き
た
と
見
え
て
今
日
は
き
て
居
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
ろ
 
 
の
と
こ
ろ
か
だ
ん
 
 
都
合
よ
く
な
っ
て
参
り
ま
す
。

 
 
 
四
月
十
六
日
 
 
金
曜
日

 
朝
自
彊
術
も
大
分
人
数
が
多
く
な
っ
た
の
で
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
凝
念

法
の
時
に
は
観
音
経
と
心
力
歌
の
第
一
章
を
唱
ひ
ま
し
た
。
午
前
に
一
時
間
た
け

一
年
に
お
は
入
り
に
な
っ
た
新
し
い
方
々
は
中
村
先
生
の
凝
念
法
が
あ
り
ま
し
た
。

 
御
食
事
の
時
に
は
大
内
先
生
も
召
し
上
が
つ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

 
お
昼
の
お
遊
び
時
間
等
に
は
一
年
の
方
々
は
に
ぎ
や
か
に
う
ん
ど
う
場
で
遊
び
、

二
三
人
の
人
は
ス
ケ
ー
ト
等
を
し
、
そ
れ
は
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
で
す
。
此
頃
は
図

書
室
も
だ
ん
 
 
人
か
は
入
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
か
へ
り
の
唱
歌
の
時
に
垣

内
先
生
も
お
見
え
に
な
っ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
十
七
日
 
 
土
曜
 
 
晴

 
お
茶
の
時
後
で
先
生
が
茶
通
箱
を
し
て
み
せ
て
下
さ
つ
た
。

 
参
観
の
方
が
い
ら
っ
し
や
っ
た
。
六
時
間
目
の
家
事
は
漢
文
と
変
更
す
。
何
も

用
意
し
て
居
ら
な
か
っ
た
の
で
お
話
を
伺
ふ
。
か
へ
り
の
唱
歌
は
寄
宿
舎
の
古
釣

瓶
、
ロ
ー
レ
ラ
イ
、
た
る
ま
さ
ん
、
此
の
三
つ
を
歌
っ
て
か
へ
っ
た
。

 
 
 
四
月
十
九
日
 
 
月
 
 
晴

 
こ
の
間
ま
で
き
れ
い
に
咲
き
そ
ろ
つ
て
い
た
桜
も
此
間
の
雨
と
春
風
の
た
め
に

皆
散
っ
て
終
ひ
ま
し
た
。
凝
念
法
の
時
は
観
音
経
と
心
力
歌
の
第
三
章
を
し
ま
し

た
。
今
日
は
又
屋
根
を
な
ほ
す
為
に
職
人
が
入
っ
て
居
り
ま
し
た
。
大
内
先
生
は

今
日
お
く
れ
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
お
ね
ぼ
う
を
な
さ
つ
た
そ
う
で
す
。
お

昼
の
御
は
ん
の
後
で
奥
田
先
生
の
お
話
が
御
座
い
ま
し
た
。

 
講
堂
の
物
置
の
所
の
お
琴
の
お
き
方
や
お
机
の
な
ら
べ
方
な
ど
の
御
住
意
そ
し

て
前
の
人
の
お
い
て
あ
っ
た
通
り
に
お
い
て
お
く
事
を
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

渡
邊
先
生
が
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
二
年
の
方
は
ピ
ア
ノ
を
し
て
い
ら
つ
し
や

い
ま
し
た
。
此
間
一
年
の
方
の
お
植
え
に
な
っ
た
隣
に
又
馬
鈴
薯
を
う
ゑ
ま
し
た
。

 
帰
り
の
唱
歌
の
時
は
先
生
に
ひ
い
て
頂
い
て
、
菩
提
樹
、
故
郷
の
廃
家
、
旅
泊
、

夕
の
鐘
を
致
し
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
廿
日
 
 
火
 
 
晴

 
今
日
か
ら
中
村
先
生
の
国
語
が
垣
内
先
生
に
な
り
ま
し
た
。

 
四
年
は
平
家
物
語
を
す
る
さ
う
で
御
座
居
ま
す
が
、
今
日
は
ま
た
本
か
こ
な
い

の
て
三
四
年
は
先
生
が
外
国
に
行
っ
て
お
出
に
な
っ
た
時
に
お
感
じ
に
な
っ
た
こ

と
の
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
唱
歌
と
ピ
ア
ノ
の
時
間
が
今
日
か
ら
変
る
は
ず
で

御
座
居
ま
し
た
が
、
御
存
じ
な
い
方
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
日
だ
け
は
今
ま
で
の

通
り
に
致
し
ま
し
た
。
此
頃
は
一
年
の
方
が
お
は
い
り
に
な
っ
た
ゝ
め
か
、
お
食

事
後
の
運
動
が
盛
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
廿
一
日
 
︵
晴
︶
 
 
水
曜
日

 
花
ぐ
も
り
と
で
も
云
ふ
の
か
朝
の
う
ち
は
あ
ま
り
晴
れ
て
居
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
十
時
ご
ろ
か
ら
は
よ
い
お
天
気
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
学
校
に
来
て
第
一
に

目
に
つ
い
た
の
は
珍
し
い
桜
の
花
で
し
た
。
掲
示
板
に
は
﹁
鬱
金
の
桜
﹂
と
書
い

て
ご
ざ
い
ま
し
た
。
花
び
ら
が
青
み
が
ゝ
っ
て
居
り
ま
す
他
は
普
通
の
桜
と
同
じ

や
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
長
刀
の
時
、
道
具
を
つ
け
て
、
先
生
と
試

合
を
致
し
ま
し
た
。
何
だ
か
き
う
く
つ
で
や
り
に
く
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は

三
四
人
ぐ
ら
い
き
り
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
や
る
事
に
な
る
で

せ
う
。
今
度
か
ら
ピ
ヤ
ノ
・
仕
舞
・
琴
な
ど
課
外
の
も
の
ゝ
新
加
入
は
学
期
始
め

と
し
て
途
中
で
よ
す
事
の
出
来
な
い
様
に
な
り
ま
し
た
。
唱
歌
は
﹁
岸
の
桜
・
寄

宿
舎
の
古
釣
瓶
﹂﹁
ヲ
ー
タ
ー
ロ
ー
﹂
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
廿
二
日
 
 
木
曜
日
 
 
晴
後
曇
一
時
雨

 
一
年
の
方
も
自
彊
術
は
大
分
お
上
手
に
お
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
凝
念
の
後
で

陰
徳
の
お
掃
除
の
事
や
先
生
方
に
お
目
に
か
ゝ
つ
た
時
の
御
挨
拶
の
事
に
付
て
奥
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田
先
生
の
お
話
が
御
ざ
い
ま
し
た
。
御
昼
食
後
校
長
先
生
が
明
日
岩
崎
さ
ん
へ
ゆ

く
事
の
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
う
れ
し
さ
う
で
御
座
居
ま
し
た
。

午
後
雷
が
な
り
雨
が
ふ
り
出
し
ま
し
た
が
、
帰
る
頃
は
晴
れ
ま
し
た
。

桜
の
花
が
咲
い
た
。
ほ
ら
散
り
は
じ
め
た
と
云
つ
て
い
る
う
ち
に
も
早
や
散
り
つ

く
し
て
若
々
し
い
あ
を
葉
と
変
り
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
廿
三
日
 
 
金

 
八
時
半
ま
で
に
八
ッ
山
に
集
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
て
く
 
 
沢
庵
禅
師
の
御

墓
ま
で
あ
る
き
ま
し
た
。
墓
碑
の
か
は
り
に
大
き
な
石
が
二
ッ
あ
る
き
り
で
、
何

と
な
く
も
の
た
り
な
い
そ
の
足
で
真
淵
先
生
の
御
墓
も
詣
で
た
。
ど
こ
と
云
う
事

な
し
に
好
い
感
が
す
る
。
十
時
こ
ろ
岩
崎
さ
ん
の
御
宅
に
着
い
た
。
例
の
草
原
で

思
ひ
 
 
十
二
時
ま
で
あ
そ
ん
だ
。
お
ひ
る
に
例
の
も
な
か
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

 
足
を
あ
ら
っ
た
時
に
は
あ
ま
り
か
け
た
の
で
、
も
ゝ
の
所
が
い
た
い
方
も
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
午
後
か
ら
お
宅
の
中
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

御
茶
の
御
話
の
時
伺
つ
た
事
が
時
々
と
思
ひ
あ
た
り
ま
す
。
見
は
ら
し
の
好
い
と

こ
ろ
へ
行
く
時
に
は
く
る
 
 
 
 
 
 
自
分
が
の
ぼ
る
の
か
、
は
し
ご
に
ひ
き

ま
は
さ
れ
て
居
る
の
か
夢
中
で
の
ぼ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
の
と
こ
ろ
は
目
の

下
に
は
ひ
ろ
い
御
庭
の
青
い
草
と
そ
の
間
の
花
と
が
美
く
し
く
か
ゞ
や
き
、
品
川

お
き
の
汐
干
が
り
を
し
て
居
る
人
が
え
の
中
に
動
き
、
は
こ
ね
の
二
子
山
が
う
す

ぼ
ん
や
り
見
え
て
何
と
も
云
へ
ぬ
よ
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

 
別
れ
を
惜
み
な
が
ら
ほ
こ
り
の
ひ
ど
い
所
を
ぬ
け
今
村
さ
ん
の
御
宅
に
参
り
ま

し
た
。
入
る
と
す
ぐ
日
本
の
家
と
云
う
よ
う
な
事
が
思
は
れ
ま
す
。

 
今
ま
で
は
ど
こ
と
な
く
西
洋
式
の
様
に
思
は
れ
て
居
た
の
で
す
ぐ
御
庭
を
見
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
御
茶
室
も
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
山
路
の
よ
う
に
な
つ

て
居
る
御
庭
を
つ
た
つ
て
御
家
の
中
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
と
ほ
り
見

せ
て
頂
い
て
か
ら
中
村
先
生
に
沢
庵
禅
師
の
精
神
統
一
と
云
う
事
に
付
い
て
御
話

を
伺
ひ
ま
し
た
。
そ
し
て
終
つ
て
か
ら
四
時
こ
ろ
各
家
路
に
む
か
ひ
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
二
十
四
日
 
 
土

 
凝
念
の
時
奥
田
先
生
が
、
昨
日
今
村
さ
ん
の
お
宅
に
上
つ
て
お
茶
を
い
た
ゞ
き

ま
し
た
時
、
中
村
先
生
が
お
は
い
り
な
さ
い
と
お
つ
し
や
い
ま
し
た
の
に
す
ぐ
に

私
た
ち
が
入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
遠
慮
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
六
時
間
目
四
年
は
漢
文
で
御
座
い
ま
し
た
が
、
先
生
が
お
休
み
で
い

ら
つ
し
や
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
中
村
先
生
が
蝉
丸
の
う
た
ひ
を
教
へ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
か
へ
り
の
唱
歌
は
菊
と
夕
の
鐘
と
雲
を
い
た
し
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
二
十
六
日
 
 
月
 
 
雨

 
昨
夜
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
本
日
に
な
つ
て
益
々
ど
ち
ゃ
降
り
に
成
つ
た
。

又
此
雨
で
気
候
が
ず
つ
と
変
つ
て
な
ん
だ
か
火
鉢
が
ほ
し
い
様
な
日
で
し
た
。
昨

夜
か
ら
亦
々
市
内
電
車
が
怠
業
仕
出
し
て
今
朝
も
引
続
い
て
通
ら
な
い
。
務
人
、

学
生
な
ど
は
て
く
 
 
電
車
道
を
歩
て
行
く
の
で
賑
か
で
し
た
。

 
さ
あ
こ
う
な
る
と
山
の
手
の
乗
客
が
多
く
て
電
車
は
満
員
で
遅
刻
な
す
つ
た
方

が
沢
山
あ
つ
た
や
う
で
し
た
。

 
自
彊
術
の
時
い
つ
も
の
半
数
位
し
か
な
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
食
後
校
長
先
生
か
ら
塙
保
巳
一
の
幼
少
時
代―

江
戸
に
出
て
来
る
間
の
お
話
を

読
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
保
巳
一
は
十
才
位
か
ら
心
の
眠
が
開
い
て
い
た
か
ら
成

功
な
す
つ
た
と
云
ふ
意
味
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
電
車
の
怠
業
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
唱
歌
は
海
楼
眺
望
、
旅
泊
、
箱
根
八
里
、
小
学
校
の
先
生
も
御
一
所

に
う
た
ひ
ま
し
た
。
雨
は
相
変
ら
ず
降
っ
て
居
り
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
廿
七
日
 
 
火
 
 
曇
り
後
雨

 
凝
念
法
の
時
行
道
を
致
し
ま
し
た
。
一
年
の
方
が
お
は
入
り
に
な
つ
て
始
め
て

だ
つ
た
の
で
大
分
ま
ご
 
 
な
さ
つ
た
様
で
し
た
。
お
昼
前
に
私
共
の
着
物
を
入

れ
る
為
に
わ
ざ
 
 
作
つ
て
下
さ
つ
た
箪
笥
が
参
り
ま
し
た
。
お
昼
の
御
菜
は
ち
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く
わ
ぶ
と
蓮
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
沢
庵
の
わ
き
に
色
の
よ
い
紅
生
姜
が
つ
い
て
居

り
ま
し
た
。
六
時
間
目
に
電
車
で
帰
る
人
だ
け
帰
電
致
し
ま
し
た
。
市
内
電
車
の

罷
業
の
影
響
で
山
の
手
も
大
そ
う
混
雑
す
る
か
ら
で
す
。

 
今
朝
講
堂
の
御
椽
側
に
出
ま
し
た
時
、
昨
日
の
雨
に
あ
た
り
が
し
つ
と
り
と
ぬ

れ
、
飛
石
の
上
だ
け
よ
い
か
げ
ん
に
か
わ
い
て
大
層
よ
い
景
色
で
御
座
い
ま
し
た
。

 
 
 
四
月
廿
八
日
 
 
水
 
 
晴

 
凝
念
の
後
、
靖
国
神
社
の
方
に
む
か
つ
て
黙
祷
致
し
ま
し
た
。
奥
田
先
生
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 
一
、
靖
国
神
社
大
祭
な
れ
ど
も
休
課
せ
ざ
る
事
。

 
 
 
 
そ
の
理
由
は
、
一
家
の
主
婦
と
し
て
は
、
ど
ん
な
日
と
い
ふ
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
、
働
く
事
が
多
い
か
ら
、
そ
の
修
養
の
為
。

 
一
、
整
頓
。

 
 
 
 ﹁
和
敬
清
寂
﹂
の
中
﹁
和
敬
﹂
は
ま
あ
、
出
来
て
い
ま
す
が
、
ど
う
も

﹁
清
﹂
が
か
け
て
い
る
様
で
す
。

 
 
 
 
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
の
中
に
足
袋
を
入
れ
た
り
、
更
衣
室
に
足
袋
を
ぬ

き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
あ
っ
た
り
、
ど
う
も
整
頓
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

今
日
は
三
十
分
ば
か
り
時
間
を
い
た
ゞ
い
て
、
更
衣
室
を
か
た
づ
け
ま

せ
う
。

 
更
衣
室
を
か
た
づ
け
ま
し
た
の
で
、
み
ち
か
へ
る
様
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
食
後
も
、
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
み
ん
な
が
気
を
つ
け
て
下
さ
つ
た
の
で
、
方
々
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

物
置
の
ご
み
箱
の
ま
わ
り
に
ご
み
が
沢
山
お
ち
て
い
ま
し
た
。
ご
み
を
す
て
る

ま
で
、
誠
心
を
こ
め
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
を
く
づ
は
、
別
に
を
く
づ

か
ご
に
す
て
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
ろ
 
 
工
夫
し
て
、
釘
の
一
本
位
う

つ
て
も
い
か
ら
、
み
ん
な
で
よ
く
工
夫
し
て
下
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
日
も
中
村
先
生
が
お
み
え
に
な
り
、
大
そ
う
嬉
し
う
御
座
居
ま
し
た
。

 
明
日
は
お
休
み
に
な
ら
な
い
筈
で
し
た
が
、
そ
の
筋
よ
り
の
お
達
し
に
よ
り
臨

時
休
課
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
四
月
二
十
九
日
 
 
木

 
靖
国
神
社
大
祭
に
つ
き
臨
時
休
業

 
 
 
四
月
丗
日
 
 
金

 
凝
念
の
後
で
今
度
の
旅
行
に
つ
い
て
御
は
な
し
が
あ
り
ま
し
た
。
垣
内
先
生
の

国
語
は
三
四
年
共
今
日
か
ら
本
を
致
し
ま
し
た
。
お
ひ
る
は
貝
の
つ
く
だ
に
と
御

豆
腐
の
お
み
お
つ
け
。
こ
の
新
学
期
が
始
り
ま
し
て
か
ら
少
し
の
間
は
御
不
浄
の

草
履
が
み
だ
れ
て
い
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
い
つ
も
大
抵

そ
ろ
ふ
様
に
な
つ
て
い
つ
て
も
気
持
が
よ
う
御
座
い
ま
す
。

一
年
方
と
も
大
さ
う
親
し
み
が
で
ゝ
参
り
ま
し
た
。

 
・
凝
念
の
時
の
御
は
な
し
は
旅
行
は
房
総
の
方
に
行
き
ま
す
か
ら
ど
こ
に
泊
つ

て
汽
車
は
何
時
の
に
の
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
四
年
生
が
調
べ
て
月
曜
ま
で
に
だ

す
様
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
参
考
に
し
て
下
さ
る
と
い
ふ
様
な
事
で
し
た
。

 
 
 
五
月
一
日
 
 
土
曜
日

 
朝
凝
念
法
の
後
で
奥
田
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
昨
日
四
年
の

人
々
が
中
村
先
生
か
ら
よ
い
お
教
へ
を
受
け
た
事
に
つ
い
て
の
事
で
し
た
。

 
 
昨
日
四
年
の
人
が
二
三
人
お
昼
の
時
間
に
ぶ
ら
 
 
と
し
て
居
っ
た
。
そ
れ

を
御
覧
に
な
っ
た
奥
田
先
生
が
講
堂
の
前
の
芝
生
の
草
を
取
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
中
村
先
生
の
お
て
つ
だ
い
を
な
さ
い
と
お
っ
し
や
っ
た
の
で
、
そ
の

人
々
は
そ
こ
に
行
っ
て
手
伝
ひ
は
じ
め
た
。
中
村
先
生
は
そ
の
時
に
お
話
を
な

さ
っ
た
。﹁
私
は
丗
日
が
誕
生
日
な
の
で
、
其
の
日
に
は
何
か
人
に
知
ら
れ
な

い
所
を
し
た
り
人
に
知
ら
れ
な
い
内
に
し
た
り
し
て
陰
徳
を
し
て
居
る
。
皆
さ

ん
が
来
て
し
て
下
さ
る
の
も
有
が
た
い
様
で
か
へ
っ
て
有
が
た
迷
惑
で
あ
る
。
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私
が
し
て
居
る
の
を
見
な
い
内
に
す
る
様
に
な
れ
ば
結
構
で
す
﹂
と
、﹁
又
誕

生
日
に
陰
徳
を
す
る
の
は
一
昨
年
か
ら
や
っ
て
居
て
、
よ
い
か
ら
皆
さ
ん
に
も

お
し
ら
せ
し
や
う
と
思
ひ
ま
す
﹂
と
お
つ
し
や
つ
た
の
で
、
四
年
の
人
共
は
こ

ま
つ
て
し
ま
っ
て
先
生
の
所
に
お
話
を
し
に
行
っ
た
の
で
す
が
、﹁
お
誕
生
日

の
日
に
な
に
か
陰
徳
を
す
る
の
は
ほ
ん
と
に
よ
い
と
お
誕
生
の
日
に
は
め
で
度

と
考
へ
る
前
に
お
母
様
が
く
る
し
ん
で
産
ん
で
下
さ
っ
て
、
此
慮
ま
で
に
し
て

下
さ
っ
た
あ
り
が
た
み
を
味
ふ
と
言
う
こ
と
を
お
忘
れ
下
さ
る
な
。
こ
の
二
つ

を
ま
も
る
事
を
今
日
か
ら
実
行
を
し
ま
せ
う
﹂

か
へ
り
の
唱
歌
が
久
し
ぶ
り
に
あ
り
ま
し
た

 
 
 
五
月
三
日

 
今
朝
は
今
村
先
生
が
お
見
え
に
な
つ
て
自
彊
術
や
凝
念
法
を
見
て
い
ら
つ
し
や

い
ま
し
た
。
今
日
か
ら
食
事
の
時
の
食
卓
が
変
り
ま
し
た
。
お
食
事
の
後
で
奥
田

先
生
か
ら
椅
子
の
音
に
つ
い
て
お
話
が
御
座
い
ま
し
た
。
そ
し
て
静
か
な
勝
手
も

と
の
お
話
を
う
か
ゝ
い
ま
し
た
。

 
か
へ
り
の
唱
歌
は
渡
辺
先
生
が
お
居
で
に
な
っ
て
、
花
や
浦
の
あ
け
く
れ
等
練

習
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
ま
ち
か
ね
の
旅
行
も
房
総
の
方
は
あ
る
く
所
が
多
い

の
で
一
時
中
止
と
な
り
、
箱
根
の
方
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

 
 
 
五
月
四
日

 
い
つ
も
の
通
り
に
中
村
先
生
の
凝
念
法
で
し
た
。
今
日
は
朝
か
ら
雨
で
気
持
ち

よ
く
音
を
た
て
ゝ
居
り
ま
す
。
お
食
事
の
後
の
椅
子
の
音
も
気
の
故
か
静
か
に

な
っ
た
や
う
で
し
た
。
午
後
沢
山
お
客
様
が
お
見
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
五
日
 
 
水
 
 
雨

 
凝
念
の
後
、
観
音
経
を
う
た
ひ
な
が
ら
行
道
を
致
し
ま
し
た
。
奥
田
先
生
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 
一
、
箱
根
旅
行
の
事

房
総
の
方
へ
行
く
筈
で
し
た
が
、
色
々
諸
都
合
上
や
め
に
な
り
ま
し
た
。

夏
の
旅
行
に
は
信
州
の
方
へ
行
く
筈
な
の
で
、
箱
根
へ
行
く
事
が
出
来

な
く
な
る
の
で
今
度
一
泊
で
、
箱
根
へ
行
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

 
品
川
発
、
七
時
 
 
強
羅
ま
で
電
車
、
仙
郷
楼
へ
十
二
時
頃
着
、
当
日
も
し
お

天
気
だ
っ
た
ら
芦
の
湖
を
渡
り
、
旧
道
を
行
く
。
旧
道
を
通
る
と
き
に
は
、
お
大

名
に
な
つ
た
つ
も
り
で
通
る
事
。
景
色
を
見
て
ふ
じ
き
れ
い
だ
と
か
、
閑
静
だ
と

か
云
う
は
か
り
で
な
く
、
地
歴
上
に
あ
っ
た
事
を
連
想
す
る
事
。

五
時
 
 
品
川
着

 
い
つ
れ
、
お
家
の
方
へ
お
通
知
を
さ
し
上
げ
ま
す
け
れ
と
先
に
皆
さ
ん
に
お
話

を
し
て
置
い
た
方
が
お
楽
し
み
に
な
る
で
せ
う
。﹂

一
、
端
午
の
節
句

﹁
昨
日
主
事
会
が
あ
っ
て
、
小
瀬
先
生
が
三
月
に
は
こ
ち
ら
に
来
て
御
厄
介
に
な

り
ま
し
た
か
ら
、
端
午
の
節
句
に
は
是
非
き
て
い
た
ゝ
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
か
ら
、
今
日
は
行
っ
て
小
学
校
の
子
供
達
が
ど
ん
な
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
か

を
見
て
、
共
に
お
祝
を
致
し
ま
せ
う
。﹂

一
、
体
格
検
査

﹁
中
村
先
生
が
み
な
さ
ん
の
体
重
を
計
っ
た
方
が
い
で
せ
う
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
か
ら
、
今
日
す
ぐ
こ
れ
か
ら
自
彊
術
の
時
に
着
る
単
衣
物
を
持
っ
て
学
園
の
応

接
間
で
計
り
、
か
へ
り
に
小
学
校
へ
寄
っ
て
参
り
ま
せ
う
。
で
は
す
ぐ
こ
れ
か
ら

出
か
け
ま
せ
う
。﹂

 
池
袋
の
道
は
大
そ
う
ひ
ど
く
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
通
学
の
方
は
さ
ぞ
お
困
り

の
事
で
せ
う
。
応
接
間
に
行
き
計
り
、
小
学
校
の
講
堂
へ
行
き
ま
し
た
。
狂
言
や

ら
色
々
の
余
興
が
あ
っ
て
随
分
面
白
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
学
校
は
二
三
の
唱
歌

を
致
し
ま
し
た
。
沢
山
の
五
月
人
形
が
か
ざ
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
後
で
五
月
人

形
を
拝
見
し
、
お
柏
葉
餅
を
い
た
ゝ
い
て
帰
っ
た
。
小
学
校
の
方
は
ど
ん
な
に
面
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白
く
ま
た
ど
ん
な
に
嬉
し
か
つ
た
で
せ
う
。

 
か
へ
り
は
雨
に
ふ
ら
れ
て
急
い
て
帰
っ
た
。

 
一
、
御
飯
後
の
お
話

﹁
靴
の
お
入
用
の
方
は
豊
島
師
範
の
前
の
久
保
に
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
そ
こ
へ

行
っ
て
お
求
め
な
さ
い
。﹂
薙
刀
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
︵
園
部
先
生
が
京
都
の

武
道
大
会
に
い
ら
っ
し
や
っ
た
の
で
︶
か
へ
り
の
唱
歌
は
故
郷
回
想
、
埴
生
の
宿
、

こ
の
二
つ
を
う
た
っ
て
か
へ
っ
た
。

 
 
 
五
月
六
日
 
 
木
 
 
雨

 
今
日
も
凝
念
の
時
行
道
を
し
ま
し
た
。
桑
の
葉
が
此
頃
の
雨
の
為
に
日
一
日
と

大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
の
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
緑
か
ま
し
て
き
ま
す
。

 
こ
ん
な
や
は
ら
か
い
葉
を
お
蚕
に
や
つ
た
ら
ば
と
思
ひ
ま
し
た
。
ど
ん
な
よ
い

糸
が
と
れ
る
で
せ
う
。
お
昼
に
は
中
村
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
内

雨
も
や
ん
だ
の
で
元
気
の
よ
い
方
は
飛
び
出
し
て
い
ら
っ
し
や
ま
し
た
。

 
お
琴
の
時
今
日
は
落
合
先
生
は
い
ら
っ
し
や
ら
ず
に
石
川
先
生
と
此
間
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
で
し
た
。
旅
行
の
御
通
知
を
頂
い
て
帰
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
七
日
 
 
金
 
 
雨

 
凝
念
の
後
旅
行
の
お
小
遣
ひ
の
こ
と
ゝ
、
お
家
か
ら
た
の
ま
れ
た
お
み
や
け
に

つ
い
て
の
お
話
か
御
座
居
ま
し
た
。
垣
内
先
生
の
国
語
は
今
日
か
ら
本
を
致
し
ま

し
た
。
四
年
は
午
後
弓
が
な
か
っ
た
の
で
、
三
時
間
と
も
今
朝
習
っ
た
平
家
物
語

の
中
に
あ
る
家
貞
と
忠
盛
の
こ
と
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
き
ま
し
た
。
唱
歌
の
時

今
朝
の
お
話
の
す
り
も
の
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
旅
行
が
近
づ
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
れ
し
う
御
座
居
ま
す
。

 
 
 
五
月
八
日
 
 
土
 
 
雨

 
今
朝
四
年
は
教
育
二
時
間
と
お
茶
の
時
間
に
、
奥
田
先
生
の
お
友
達
の
近
藤
医

学
士
に
看
護
学
の
お
話
を
う
か
が
ひ
ま
し
た
。か
へ
り
の
唱
歌
の
後
箱
根
は
四
、五

日
の
雨
で
一
二
ヵ
所
橋
が
落
ち
た
り
又
電
車
に
故
障
か
出
来
た
り
し
た
ゝ
め
、
旅

行
は
一
週
間
程
延
期
致
し
ま
す
と
お
っ
し
や
い
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
旅

行
が
の
ひ
て
つ
ま
り
ま
せ
ん
が
、
又
同
じ
楽
み
を
二
度
味
れ
る
と
思
ふ
と
又
う
れ

し
う
御
座
居
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
来
週
を
待
ま
せ
う
。

 
 
 
五
月
十
日
 
︵
月
︶
 
 
曇
時
々
少
雨

 
幾
日
も
 
 
 
降
り
つ
ゞ
い
た
雨
が
久
し
ぶ
り
で
や
み
ま
し
た
。
教
室
か
ら
な

が
め
る
と
緑
の
葉
が
一
そ
う
濃
く
な
っ
た
様
で
ほ
ん
と
に
気
持
ち
が
よ
ろ
し
う
御

座
い
ま
す
。
つ
ゝ
ぢ
の
花
は
今
が
さ
か
り
と
咲
き
ほ
こ
っ
て
居
り
ま
す
此
の
頃
の

を
庭
が
一
番
う
つ
く
し
い
時
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
か
へ
り
の
唱
歌
は
今
度
英
語
会
の
時
に
う
た
ふ
田
毎
月
と
云
ふ
三
部
の
を
な
ら

ひ
ま
し
た
。
な
か
 
 
む
つ
か
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旅
行
は
金
曜
日
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
た
の
し
み
に
 
 
 
 
 
待
ち
こ
が
れ
て
居
り
ま
す
。
今
度
は
き
っ

と
よ
い
お
天
気
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

 
 
 
五
月
十
一
日
 
 
晴

 
今
ま
で
日
を
見
た
事
の
無
い
も
の
が
一
時
に
日
光
を
あ
び
た
よ
う
に
、
今
朝
は

生
々
と
し
た
好
い
気
持
で
あ
り
ま
し
た
。
今
朝
中
村
先
生
御
い
で
に
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
凝
念
後
奥
田
先
生
か
ら
﹁
外
か
ら
御
見
え
に
な
つ
た
方
に
は
御
挨
拶
す
る

よ
う
に
、
又
授
業
中
は
ふ
り
か
へ
っ
て
見
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
方
が
好
い
﹂
と

云
う
御
話
を
伺
ひ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
暫
く
目
で
畑
の
手
入
を
三
年
の
方
は
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
英
語
会
に
は
﹁
花
﹂
を
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
十
二
日
 
 
水
 
 
曇
後
雨

 
朝
凝
念
の
時
は
行
道
を
い
た
し
ま
し
た
。
後
奥
田
先
生
が
今
日
は
お
茶
つ
み
を

し
て
い
た
ゞ
き
ま
す
か
、
今
ま
で
の
様
に
無
駄
ば
な
し
を
せ
す
に
、
一
葉
 
 
観

音
様
を
ね
ん
じ
思
ひ
を
こ
め
て
つ
ん
で
下
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
朝
の
二

時
間
は
、
二
三
年
の
方
々
が
お
つ
み
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
と
四
年
は
い
つ
も
の
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様
に
お
け
い
こ
が
御
座
い
ま
し
た
。
お
食
事
後
奥
田
先
生
は
、
朝
二
時
間
二
三
年

の
方
が
お
つ
み
に
な
っ
た
お
茶
は
一
つ
 
 
に
観
音
様
を
ね
ん
じ
な
か
ら
し
て
下

さ
っ
た
の
で
御
座
い
ま
す
か
ら
、
今
度
つ
く
っ
て
い
た
ゞ
く
の
は
四
年
生
に
お
ね

が
ひ
い
た
し
ま
す
か
ら
、
一
枝
の
は
に
も
思
が
こ
も
っ
て
い
る
と
思
っ
て
丁
ね
い

に
、
つ
く
っ
て
下
さ
い
。
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

 
午
後
か
ら
は
四
年
生
が
お
茶
に
し
上
げ
ま
し
た
。
い
ゝ
か
ほ
り
か
す
る
葉
が
黒

く
な
っ
て
だ
ん
 
 
仕
上
っ
て
行
く
の
か
う
れ
し
ゆ
う
御
座
い
ま
し
た
。
後
三
年

の
方
に
手
つ
だ
っ
て
い
た
ゞ
き
、
一
つ
 
 
奥
田
先
生
に
お
し
へ
て
い
た
ゞ
き
ま

し
た
お
経
の
文
句
を
と
な
へ
な
か
ら
い
た
し
ま
し
た
。

 
す
ん
で
か
へ
る
時
に
は
又
雨
が
ふ
り
出
し
て
き
た
様
で
御
座
い
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
十
三
日
 
木
 
 
雨
後
晴

 
せ
つ
か
く
雨
が
や
ん
だ
の
で
、
旅
行
に
は
晴
天
に
し
て
し
ま
ひ
た
い
も
の
だ
と

心
に
念
じ
て
い
た
甲
斐
あ
つ
て
、
午
後
に
な
る
と
今
ま
で
ざ
あ
 
 
降
つ
て
雨
が

や
み
、
曇
っ
て
い
た
空
も
晴
て
日
光
が
輝
き
出
し
ま
し
た
。
さ
あ
皆
さ
ん
は
大
よ

ろ
こ
び
、﹁
明
日
は
大
丈
夫
ね
﹂
と
さ
ゝ
や
き
合
っ
て
居
り
ま
し
た
。
中
村
先
生

も
此
日
光
を
あ
び
な
が
ら
私
共
を
参
っ
て
い
て
下
さ
る
事
で
せ
う
。
午
前
中
は

一
二
年
の
方
が
お
茶
を
製
造
な
さ
い
ま
し
た
。
午
後
は
四
年
生
が
致
し
ま
し
た
。

先
生
方
の
工
夫
で
別
の
仕
方
で
し
ま
し
た
の
で
幾
分
か
よ
い
茶
に
な
り
ま
し
た
。

 
お
ひ
る
の
食
後
奥
田
先
生
か
ら
旅
行
に
付
い
て
の
注
意
、
汽
車
の
発
車
時
刻
、

お
茶
に
付
い
て
の
お
話
が
御
座
ひ
ま
し
た
。
皆
様
が
お
か
へ
り
の
時
の
お
顔
皆
楽

し
そ
う
で
し
た
。
明
日
は
ど
う
か
し
て
晴
天
に
し
た
い
も
の
で
す
。

 
 
 
五
月
十
四
日
 
 
金
 
 
晴
曇

 
た
の
し
み
に
し
て
い
た
箱
根
旅
行
も
い
よ
 
 
今
日
と
な
り
ま
し
た
。
昨
夜

降
っ
て
い
た
雨
も
や
み
、
今
日
は
晴
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
お
顔
に
は
喜
び
が
満
ち

て
居
り
ま
し
た
。
七
時
五
十
九
分
、
汽
車
は
品
川
駅
を
は
な
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

は
少
し
こ
ん
で
を
り
ま
し
た
が
、横
浜
で
す
き
、こ
し
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 
国
府
津
で
下
車
し
て
、電
車
に
の
り
ま
し
た
。
小
田
原
に
は
近
藤
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
ゝ
で
お
菓
子
を
し
い
れ
ま
し
た
。
途
中
で
、
中
村
先
生
と
御

一
緒
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
で
お
目
に
か
ゝ
つ
た
様
な
気
が
し
て
嬉
し
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
湯
本
か
ら
登
山
電
車
に
の
り
ま
し
た
。
思
つ
た
よ
り
も
こ
わ
く
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
強
羅
で
お
り
て
、
お
弁
当
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
強
羅
公
園
に

よ
り
ま
し
た
。
大
涌
谷
ま
で
は
随
分
変
な
匂
が
致
し
ま
し
た
、
大
涌
谷
の
お
茶
屋

で
お
茶
を
の
み
、
元
気
を
快
復
し
て
下
り
ま
し
た
。
岩
か
ゞ
み
の
花
が
沢
山
咲
い

て
い
て
き
れ
い
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宿
に
つ
い
て
か
ら
わ
ら
び
を
と
り
に
行
き
ま

し
た
。
小
さ
い
わ
ら
び
が
沢
山
と
れ
ま
し
た
。
お
内
へ
の
よ
い
お
み
や
げ
に
な
り

ま
す
。
学
校
て
も
お
昼
飯
の
時
、
皆
様
の
お
と
り
に
な
つ
た
の
を
頂
く
事
が
出
来

ま
せ
う
。
お
食
後
、
例
に
よ
り
茶
話
会
を
開
き
ま
し
た
。

 
 
 
茶
話
会
次
第

 
一
、
合
唱
 
 
 
 
 
 
 
全
体
 
 
 
 
 
 
八
、
独
唱
 
 
 
三
、
牧
野

 
二
、
独
唱
 
 
 
 
 
 
 
一
、
木
幡
 
 
 
 
九
、
余
興
︵
学
校
︶
 

二
年

 
三
、
唱
歌
 
 
 
 
 
 
 
一
年
 
 
 
 
 
一
〇
、
合
唱
 
 
 
 
 
四
年

 
四
、
余
興
︵
余
興
の
相
談
︶
一
年
 
 
 
 
 
一
一
、
独
唱
 
 
 
三
、
佐
川

 
五
、
唱
歌
 
 
 
 
 
 
 
一
年
 
 
 
 
 
一
二
、
合
唱
 
 
 
 
 
全
体

 
六
、
合
唱
 
 
 
 
 
 
 
三
、
柳
沢
、
小
野
う
ら

 
七
、
独
吟
 
 
 
 
 
 
 
三
、
伊
藤
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上

 
何
時
も
な
が
ら
大
そ
う
お
も
し
ろ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
終
り
に
第
五
章
を
と
な

へ
て
、
お
や
す
み
に
致
し
ま
し
た
。
お
天
気
も
よ
く
、
皆
様
も
大
元
気
な
の
で
何

よ
り
も
嬉
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
明
日
は
、
風
さ
へ
な
け
れ
ば
、
雨
が
降
っ
て
も
、

舟
に
の
せ
て
下
さ
る
そ
う
で
す
。
明
日
は
、
五
時
起
床
、
七
時
出
発
。

 
 
 
五
月
十
五
日
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た
の
し
い
旅
の
夢
か
ら
さ
め
て
、
皆
五
時
に
は
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
予
定

通
り
に
支
度
も
出
来
て
、
七
時
に
は
お
宿
を
出
ま
し
た
。

 
い
つ
も
な
が
ら
に
鏡
の
や
う
な
美
し
い
湖
を
見
た
時
、
新
し
い
方
は
さ
ぞ
 
 

お
よ
ろ
こ
び
に
な
っ
た
で
せ
う
。
私
共
で
さ
へ
前
に
来
た
時
よ
り
又
一
層
の
感
歎

の
声
を
あ
げ
ま
し
た
も
の
。
い
つ
も
の
道
は
出
水
し
た
そ
う
で
裏
の
方
を
ま
は
っ

て
行
き
ま
し
た
。
此
処
も
大
へ
ん
な
水
で
小
さ
い
方
達
は
お
ん
ぶ
し
て
渡
っ
た
位

で
す
。
お
舟
は
五
つ
で
そ
れ
 
 
わ
か
れ
ま
し
た
。
す
る
 
 
と
し
た
水
の
面
を

の
ん
び
り
と
し
た
気
持
で
渡
り
ま
し
た
。
ど
の
舟
も
 
 
 
 
合
唱
で
に
ぎ
や
か

で
す
。
四
方
の
山
々
は
き
れ
い
に
お
掃
除
で
も
し
た
や
う
に
な
め
 
 
と
し
て
居

り
ま
す
。
か
れ
こ
れ
す
る
間
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 
時
間
が
少
い
の
で
箱
根
神
社
に
は
よ
ら
ず
に
す
ぐ
旧
街
通
に
向
い
ま
し
た
。

思
っ
た
よ
り
も
ご
つ
 
 
な
い
や
な
道
で
し
た
。
こ
ん
な
処
を
お
大
名
が
通
っ
た

等
ち
っ
と
も
し
ん
ぜ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
寸
の
ぼ
っ
た
だ
け
で
あ
と
は
下
り
道
で
し

た
。
昨
日
に
く
ら
べ
る
と
楽
で
す
が
、
石
で
ご
つ
 
 
な
の
で
ま
だ
 
 
楽
と
ま

で
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
き
れ
い
な
 
 
 
 
山
の
間
を
通
っ
た
り
清
い
 
 
渓
流

を
渡
っ
た
り
し
て
、
二
時
間
位
で
湯
本
の
今
村
さ
ん
の
お
宅
に
つ
き
御
弁
当
を
い

た
ゞ
き
ま
し
た
。
例
に
よ
っ
て
お
菓
か
を
一
袋
づ
ゝ
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
国
府
津

に
行
き
時
間
が
余
る
の
で
海
岸
の
方
を
散
歩
し
ま
し
た
。
波
を
打
手
に
よ
ろ
こ
ぶ

人
、
き
れ
い
な
石
を
ひ
ら
ふ
人
、
皆
そ
れ
 
 
の
事
を
し
て
一
時
は
海
岸
を
に
き

は
や
せ
ま
し
た
。
予
定
の
汽
車
で
東
京
へ
向
ひ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
す
い
て
居
り

ま
し
た
が
藤
沢
あ
た
り
か
ら
込
ん
で
来
ま
し
た
。

 
何
の
さ
は
り
も
な
く
一
人
の
落
伍
者
も
な
く
無
事
に
東
京
に
つ
き
ま
し
た
。
今

度
の
旅
行
に
は
皆
き
れ
い
な
真
心
の
こ
も
っ
た
お
土
産
や
お
土
産
話
を
も
っ
て
か

へ
り
ま
し
た
。
今
朝
奥
田
先
生
か
ら
の
お
話
で
、
昨
日
も
っ
て
来
た
私
共
の
一
生

懸
命
に
作
っ
た
お
茶
は
校
長
先
生
が
大
へ
ん
お
気
に
召
し
た
と
の
事
私
共
一
同
よ

ろ
こ
ぶ
べ
き
事
で
す
。

 
 
 
五
月
十
七
日
 
 
月
 
 
晴
後
雨

 
凝
念
の
後
、
奥
田
先
生
の
御
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
度
の
旅
行
は
好
天
気
で
仕

合
せ
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
、
二
年
の
余
興
の
事
に
就
い
て
御
教
訓
を
受
け
ま
し
た
。

 
お
昼
御
飯
の
後
で
お
話
。
今
度
の
旅
行
に
お
小
遣
ひ
を
つ
か
は
な
か
っ
た
と
中

村
先
生
も
お
よ
ろ
こ
び
に
な
つ
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
様
で
す
と
の
事
、
で
す
か
ら

級
当
番
が
い
く
ら
遣
っ
た
か
を
し
ら
べ
て
私
の
所
へ
も
っ
て
来
て
下
さ
い
。
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
帰
り
の
唱
歌
は
﹁
花
﹂﹁
故
郷
回
想
﹂﹁
ロ
ー
レ
ラ
イ
﹂﹁
荒

城
の
月
﹂
み
な
さ
ん
の
お
か
へ
り
に
な
る
頃
ポ
ッ
 
 
と
雨
が
ふ
っ
て
来
ま
し
た

が
、
す
ぐ
や
ん
で
し
ま
ひ
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
十
八
日
 
 
火
 
 
晴
後
く
も
り

 
今
日
は
先
生
は
い
ら
っ
し
や
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
い
ら
っ
し
や
っ
た
の

で
う
れ
し
ゆ
う
御
座
い
ま
し
た
。
お
昼
の
御
飯
後
方
々
の
組
で
唱
歌
の
お
さ
ら
ひ

を
し
ま
し
た
。
観
世
先
生
は
今
日
は
お
休
み
で
し
た
。
帰
り
の
唱
歌
の
時
は﹁
花
﹂

を
二
部
で
合
せ
て
窓
の
友
の
内
に
あ
る
ま
た
私
達
の
習
は
な
い
の
を
︵
夏
の
興
、

勇
気
、
夕
暮
︶
渡
辺
先
生
に
お
し
え
て
頂
き
ま
し
た
。

 
皆
様
が
お
帰
り
に
な
る
頃
は
ポ
ツ
 
 
降
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
十
九
日
 
 
水
曜
日

 
し
ば
ら
く
御
見
え
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
園
部
先
生
が
い
ら
っ
し
や
っ
て
、
久

し
ぶ
り
で
薙
刀
が
御
座
い
ま
し
た
。
三
四
年
は
仕
合
の
御
稽
古
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
帰
り
の
唱
歌
は
勇
気
、
旅
泊
、
め
く
ら
と
つ
ん
ぼ
の
三
つ
を
致
し
ま
し
た
。

こ
の
ご
ろ
は
御
天
気
具
合
が
よ
ろ
し
く
て
結
構
で
す
。

 
 
 
五
月
廿
日
 
 
木
 
 
晴
曇
雨

 
凝
念
の
後
行
道
を
致
し
ま
し
た
。
お
ひ
る
の
御
飯
は
茶
飯
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
お
茶
は
此
間
か
ら
私
達
か
一
生
懸
命
に
な
っ
て
こ
し
ら
へ
た
の
で
御
座
居
ま
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す
。
三
四
年
の
お
料
理
は
今
ま
て
習
っ
た
う
ち
の
お
さ
ら
ひ
で
、
皆
の
一
番
す
き

な
の
を
三
種
づ
ゝ
致
し
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
廿
一
日
 
 
金
 
 
晴
夕
方
よ
り
雨

 
凝
念
の
時
奥
田
先
生
よ
り
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
販
売
部
の
お
金
が

火
曜
日
か
ら
水
曜
日
に
か
け
て
二
拾
六
円
五
拾
銭
紛
失
し
た
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
一
番
も
と
は
私
と
三
浦
さ
ん
の
不
注
意
か
ら
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
に

な
っ
て
み
れ
ば
何
故
そ
ん
な
大
金
を
鍵
の
な
い
ひ
き
だ
し
な
ど
へ
そ
の
ま
ゝ
入
れ

て
置
い
た
の
か
と
思
は
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
そ
ん
な
事
に
少
し
も
気
が
付
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
事
で
罪
も
な
い
皆
様
方
を
う
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
奥
田
先
生
の
お
声
は
曇
っ
て
居
り

ま
し
た
。
開
校
以
来
た
め
し
の
な
い
こ
ん
な
事
件
を
ひ
き
お
こ
し
て
先
生
方
に
大

へ
ん
な
御
心
配
を
か
け
、
皆
さ
ま
方
に
も
御
迷
惑
を
か
け
て
何
と
お
わ
び
を
致
し

て
よ
い
か
分
り
ま
せ
ん
。
私
は
今
度
の
此
の
事
件
で
責
任
の
重
さ
と
云
ふ
事
が
心

に
し
っ
か
り
と
や
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
生
の
教
訓
と
し
て
決
し
て
二

度
と
こ
ん
な
事
は
致
し
ま
せ
ん
か
ら
皆
様
ど
う
ぞ
お
ゆ
る
し
下
さ
い
ま
し
。

 
お
か
へ
り
の
唱
歌
の
と
き
、
明
日
お
天
気
だ
っ
た
ら
一
日
が
ゝ
り
で
学
校
中
の

大
掃
除
を
す
る
と
云
ふ
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
か
へ
る
時
に
雷
が
鳴
り
出
し
、

大
粒
の
雨
が
パ
ラ
 
 
降
っ
て
参
り
ま
し
た
。
大
部
分
の
方
は
傘
な
し
で
お
困
り

に
な
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

 
 
 
五
月
廿
二
日
 
 
 
土
曜
日
 
 
晴

 
昨
夜
の
雨
も
な
こ
り
な
く
晴
れ
て
今
日
は
大
へ
ん
好
天
気
で
し
た
。
そ
れ
で
大

掃
除
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
朝
す
く
凝
念
を
致
し
ま
し
た
。
凝
念
の
後
で
奥

田
先
生
の
お
掃
除
に
付
い
て
の
御
注
意
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
つ
拾
へ
ば
一
つ
分

た
け
き
れ
い
に
な
る
と
い
ふ
最
沙
の
お
は
な
し
、
み
え
な
い
か
ら
と
云
わ
ず
に
、

す
み
 
 
ま
で
き
れ
い
に
念
を
入
れ
て
す
る
と
い
ふ
古
田
織
部
の
お
は
な
し
、
掃

除
の
後
の
あ
と
か
さ
り
の
事
、
と
三
つ
の
御
注
意
で
し
た
。
す
ぐ
割
り
あ
て
ら
れ

た
場
所
を
て
い
ね
い
に
初
め
ま
し
た
。
午
前
午
后
と
わ
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
ひ
る

に
な
っ
て
も
午
前
の
分
が
出
来
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
校
長
先
生
も
い
ら
し
て
ず
ぼ
ん
一
つ
に
お
な
り
に
な
っ
て
一
生
懸
命
手
つ
た
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
工
夫
し
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
食
事
の
時
大
へ
ん
気
持
ち
が

よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
お
ひ
る
御
飯
の
後
で
お
掃
除
の
仕
方
に
つ
い
て
御
話
し
が
御
座
居
ま
し
た
。
そ

れ
は
少
し
も
い
や
な
様
子
な
く
一
生
懸
命
に
し
て
い
る
の
は
、
大
へ
ん
結
構
で
す

が
上
の
方
の
方
は
も
う
少
し
手
早
く
か
た
つ
け
る
様
に
工
夫
し
た
ら
ど
う
で
す
か

と
、
食
後
三
十
分
休
憩
し
て
取
り
か
ゝ
り
ま
し
た
。

 
午
後
は
さ
つ
さ
と
致
し
ま
し
た
。
四
時
過
き
に
は
き
れ
い
に
か
た
つ
き
ま
し
た
。

学
校
中
が
大
へ
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
私
た
ち
の
心
も
清
々
し
ま
し
た
。
構
内
の
掃

除
と
と
も
に
心
の
掃
除
も
出
来
て
今
日
は
大
へ
ん
愉
快
に
終
り
ま
し
た
。

 
か
へ
り
に
お
や
つ
を
い
た
ゝ
き
誠
心
を
こ
め
て
き
れ
い
に
し
た
学
校
を
後
へ
清

い
気
も
ち
で
家
路
を
た
と
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
廿
四
日
 
 
月
 
 
く
も
り
後
雨

 
販
売
部
の
と
だ
な
が
榁
室
に
う
つ
っ
た
の
で
、
更
衣
室
の
入
口
が
大
分
ひ
ろ
く

な
り
ま
し
た
。
三
年
生
と
一
年
生
の
箪
笥
が
出
来
上
っ
て
参
り
ま
し
た
。
一
昨
日

き
れ
い
に
大
掃
除
を
し
ま
し
た
の
で
、
今
日
か
ら
は
気
が
つ
い
た
ら
な
る
た
け
き

れ
い
に
す
る
よ
う
に
御
話
を
伺
ひ
ま
し
た
。

 
食
事
後
奥
田
先
生
か
ら
﹁
静
寂
﹂
と
云
う
事
に
付
い
て
お
机
の
上
を
ふ
く
雑
巾

と
足
を
ふ
く
の
と
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
又
仕
事
を
す
る
時
に
は
思
を
こ
め

て
何
で
も
す
る
よ
う
に
と
云
う
お
話
を
伺
ひ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
一
年
の
方
に
は

雑
巾
を
ぬ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
か
へ
る
こ
ろ
雨
が
ふ
つ
て
参
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
二
十
五
日
 
 
火
曜
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朝
中
村
先
生
の
凝
念
で
御
座
い
ま
し
た
。
午
前
中
よ
い
お
天
気
で
御
座
い
ま
し

た
の
に
午
後
か
ら
雷
が
な
り
出
し
ま
し
た
。
渡
辺
先
生
が
お
休
み
で
御
座
い
ま
し

た
の
で
、
四
年
は
午
後
か
ら
二
時
間
は
散
歩
で
御
座
い
ま
し
た
。

 
今
日
は
火
曜
日
な
の
で
か
へ
り
の
唱
歌
は
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
 
 
五
月
廿
六
日
 
 
水
 
 
晴

 
此
こ
ろ
雷
が
鳴
っ
た
り
夕
立
が
降
っ
た
り
す
る
の
で
、
や
う
様
夏
ら
し
い
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
一
時
間
目
頃
か
ら
作
業
室
を
毀
し
始
め
ま
し
た
。
瓦
を
取
り
去

り
床
も
は
が
し
は
じ
め
ま
し
た
。
食
後
皆
外
へ
出
て
な
は
と
び
を
し
致
し
ま
し
た
。

四
年
生
は
力
を
た
め
す
た
め
に
︵―

空
白―

︶
を
し
ま
し
た
。
二
間
以
上
ほ
れ
な

け
れ
ば
落
第
で
す
と
お
っ
し
や
っ
た
が
中
々
力
の
無
人
に
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

朝
の
三
時
間
目
か
ら
午
後
の
終
り
ま
で
各
級
の
長
刀
な
の
で
エ
ー
、
ヤ
ー
、
ト
ウ

の
力
の
こ
も
つ
た
気
合
が
き
こ
え
ま
し
た
。
お
通
知
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
徹
夜
会
の
事
と
小
遠
足
茶
話
会
の
金
額
の
事
な
ど
の
御
通
知
で
し
た
。

 
帰
へ
り
の
唱
歌
は
﹁
夏
の
興
、
勇
気
、
ロ
ー
レ
ラ
イ
﹂
の
三
つ
で
し
た
。

 
 
 
五
月
廿
七
日
 
 
木

 
桑
の
緑
が
日
に
増
し
濃
く
な
つ
て
参
り
ま
す
。
お
昼
に
厚
見
先
生
が
御
一
し
よ

に
召
上
り
ま
し
た
。
お
菜
は
御
さ
つ
で
し
た
。

 
午
前
中
に
色
盲
の
検
査
が
御
ざ
い
ま
し
た
。
帰
り
に
奥
田
先
生
の
御
話
が
御
ざ

い
ま
し
た
。
明
日
の
徹
夜
会
に
は
和
服
を
着
る
事
、
そ
し
て
靴
の
方
が
よ
ろ
し
い

と
申
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
が
明
日
の
家
事
の
時
間
に
夜
の
お
食
事
の
用

意
を
し
、
会
計
は
大
き
な
組
が
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
五
月
廿
八
日
 
 
金
 
 
晴
後
雨

 
午
後
、
三
年
、
一
年
、
二
年
、
四
年
の
順
序
で
体
格
検
査
を
致
し
ま
し
た
。
四

時
半
頃
、
私
共
の
こ
し
ら
へ
た
お
弁
当
を
持
つ
て
出
か
け
ま
し
た
。

 
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
お
ち
て
き
ま
し
た
。
総
持
寺
に
て
下
車
。
お
部
屋
は
広
々
と
し

て
大
そ
う
心
地
が
よ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
炊
事
場
を
見
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

広
い
の
に
、
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
日
に
一
万
六
千
人
分
出
来
る

そ
う
で
す
。
お
米
は
六
十
俵
。
お
部
屋
で
お
弁
当
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
夜
座
に
参
列
致
し
ま
し
た
。
︵―

空
白―

︶
の
お
り
た
方
も
二
三
人
あ
つ
た
や

う
で
し
た
。
座
禅
の
間
に
、
長
谷
川
監
院
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 
お
部
屋
で
、
曹
洞
宗
大
学
教
授
祥
雲
氏
の
お
話
を
伺
ひ
ま
し
た
。
お
話
が
す
ん

で
か
ら
、
お
菓
子
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
中
村
先
生
が
、
︵―

空
白―

︶

を
し
て
み
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
夜
も
だ
ん
 
 
更
け
て
十
二
時
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
︵
五
月
廿
九
日
︶

 
す
こ
し
遊
ん
で
か
ら
観
音
経
を
読
み
、
十
分
間
程
凝
念
法
を
し
ま
し
た
後
、
さ

つ
き
中
村
先
生
の
し
て
下
さ
っ
た
︵―

空
白―

︶
を
宮
岡
先
生
と
四
年
の
人
が
一

人
試
み
て
見
ま
し
た
。
誰
で
も
思
っ
て
居
る
心
が
よ
く
そ
の
方
に
む
く
と
お
も
し

ろ
い
や
う
に
あ
た
り
ま
す
。
先
生
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

か
れ
こ
れ
す
る
内
に
二
時
半
近
く
な
っ
た
の
で
、
そ
ろ
 
 
顔
を
洗
っ
た
り
髪
を

結
っ
た
り
は
じ
め
ま
し
た
。
大
抵
出
来
た
頃
に
お
　
さ
ん
方
も
起
き
て
い
ら
っ
し

や
い
ま
し
た
。
三
時
半
か
ら
昨
晩
行
っ
た
座
禅
堂
で
座
禅
を
致
し
ま
し
た
。
今
朝

は
監
院
の
方
が
お
　
さ
ん
方
一
人
々
々
に
何
か
お
つ
し
や
り
な
か
ら
ぴ
し
や
り

 
 
 
 
七
十
五
に
も
見
え
な
い
お
そ
ろ
し
い
音
が
し
ま
し
た
。
座
禅
が
す
ん
で

か
ら
本
堂
に
い
っ
て
朝
の
お
つ
と
め
が
は
し
ま
り
ま
し
た
。
途
中
で
一
人
 
 
お

焼
香
し
ま
し
た
。
大
分
長
か
っ
た
の
で
ね
た
人
も
あ
っ
た
や
う
で
し
た
。
だ
ん
 

と
あ
か
る
く
な
る
の
が
鐘
の
音
の
し
づ
か
な
暁
に
ひ
ゞ
く
の
が
な
ん
と
も
言
へ
ぬ

よ
い
気
持
で
し
た
。
お
部
室
に
か
へ
り
御
飯
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
二
汁
二
菜
で

し
た
。
一
通
り
お
寺
の
中
を
拝
見
し
て
か
へ
り
ま
し
た
。

 
電
車
の
中
で
は
大
分
い
ね
む
り
が
盛
ん
で
し
た
。

 
今
度
の
徹
夜
会
は
お
な
じ
お
寺
で
も
豪
徳
寺
は
ほ
ん
と
の
山
寺
の
感
じ
が
あ
り
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ま
し
た
が
、
今
度
の
は
昔
の
お
家
の
土
合
や
大
き
い
お
寺
の
感
じ
が
あ
っ
て
得
る

所
が
一
曽
︵
マ
マ
︶
多
い
や
う
で
す
。

 
 
 
五
月
丗
一
日
 
 
月
 
 
曇
後
雨

 
今
作
業
室
を
毀
し
て
居
り
ま
す
の
で
当
分
の
間
自
彊
術
が
出
来
ま
せ
ん
。
参
観

の
方
が
二
人
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
食
後
中
村
先
生
か
ら
お
話
が
御
座
い
ま
し

た
。﹁
園
芸
雑
誌
を
み
た
ら
あ
の
沢
山
の
木
な
ど
を
い
ぢ
め
る
み
の
蟲
の
利
用
法

が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
み
の
蟲
の
み
の
ゝ
両
端
を
切
り
中
の
む
し
を
出

し
て
み
の
に
つ
い
て
居
る
木
や
葉
な
と
を
き
れ
い
に
と
つ
て
幾
枚
も
つ
ぎ
合
し
て

袋
物
や
色
々
の
物
を
つ
く
る
と
よ
い
と
い
ふ
事
が
雑
誌
に
出
て
居
り
ま
し
た
﹂
と

い
ふ
事
を
伺
ひ
ま
し
た
。
か
へ
り
の
唱
歌
は
﹁
花
﹂
だ
け
で
し
た
。
後
で
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
衣
裳
箪
笥
が
出
来
ま
し
た
か
ら
着
物
を
も
つ
て
き
て
入
れ
る
事
。

そ
し
て
制
服
を
着
て
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

 
い
く
ら
方
々
を
さ
が
し
て
も
な
か
っ
た
二
十
六
円
五
十
銭
の
お
金
が
今
二
十
五

円
で
ゝ
ま
い
り
ま
し
た
。
み
ん
な
飛
ん
で
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
一
日
 
 
火
 
 
晴

 
い
よ
 
 
も
う
六
月
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
夏
に
向
ひ
ま
し
た
。
今
日
は
中

村
先
生
の
凝
念
の
時
観
音
経
で
は
な
く
て
心
力
歌
を
歌
ひ
ま
し
た
。

 
お
昼
の
御
は
ん
の
時
奥
田
先
生
よ
り
お
は
な
し
が
御
座
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
改

良
服
を
き
つ
と
着
て
来
る
様
に
と
い
ふ
お
話
で
御
座
い
ま
し
た
。
後
で
此
間
お
つ

し
や
っ
た
足
袋
、
袋
の
こ
し
ら
へ
て
あ
る
人
と
、
改
良
服
を
着
て
来
た
人
を
し
ら

へ
ま
し
た
。
お
仕
舞
の
時
は
参
観
の
方
か
来
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
水
組
へ

 
 
 
六
月
二
日
 
 
水
 
 
晴

 
朝
は
奥
田
先
生
か
お
金
の
有
っ
た
事
の
お
は
な
し
が
御
座
い
ま
し
た
。
そ
し
て

本
の
所
に
お
い
て
お
い
た
と
い
ふ
事
は
元
の
心
に
か
へ
っ
て
そ
の
方
は
さ
ぞ
よ
ろ

こ
ん
で
い
ら
っ
し
や
る
で
せ
う
と
い
ふ
お
話
で
御
座
い
ま
し
た
。
作
業
室
か
お
引

越
し
を
し
た
の
で
長
刀
は
皆
外
で
致
し
ま
し
た
。
中
村
先
生
も
い
ら
っ
し
や
い
ま

し
た
。
帰
り
の
唱
歌
は
夏
の
興
、
我
国
兵
士
、
旅
愁
を
致
し
ま
し
た
。
英
語
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
御
案
内
を
頂
き
ま
し
た
。
今
日
は
改
良
服
か
そ
ろ
ひ
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
三
日
 
 
木
曜
日

 
月
曜
日
か
ら
御
引
越
を
は
じ
め
た
作
業
室
は
今
日
は
す
つ
か
り
垣
根
の
と
こ
ろ

ま
で
行
き
ま
し
た
。
物
置
も
。

 
御
ひ
る
は
い
つ
も
の
通
り
に
御
う
ど
ん
。
皆
御
そ
ろ
い
の
改
良
服
を
き
て
い
る

と
み
た
時
何
と
な
く
気
持
が
よ
う
御
座
い
ま
す
。
畑
の
ス
イ
ト
ピ
ー
ヂ
キ
タ
リ
ス

等
の
花
が
多
田
先
先
生
の
御
骨
折
で
美
し
く
咲
き
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
四
日
 
 
金

 
朝
の
間
い
つ
も
の
通
り
に
授
業
を
し
て
、
午
後
か
ら
中
学
の
講
堂
で
明
日
の
英

語
会
の
練
習
を
い
た
し
ま
し
た
。
御
ひ
る
少
し
前
に
参
観
人
が
沢
山
御
み
え
に
な

り
御
は
ん
を
さ
し
上
げ
ま
し
た
。
食
後
大
い
そ
ぎ
で
片
づ
け
ま
し
た
。

 
花
を
一
番
さ
き
に
、
そ
れ
か
ら
小
学
生
の
を
や
り
そ
の
次
中
、
実
専
、
女
、
等

の
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
小
学
校
の
が
い
つ
も
よ
り
多
い
様
で
す
。
小
さ
な
方
々

が
御
は
な
し
に
な
る
の
は
愛
ら
し
う
御
座
い
ま
す
。
︵
花
の
伴
奏
は
渡
辺
先
生
が

し
て
下
さ
る
筈
で
し
た
か
、
御
病
気
の
為
四
年
の
今
村
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
︶

 
 
 
六
月
五
日
 
 
土

 
今
日
は
第
一
土
曜
な
の
で
四
年
は
朝
か
ら
看
護
学
で
御
座
居
ま
し
た
。
午
後
か

ら
病
者
の
食
餌
の
実
習
を
致
し
ま
し
た
。
か
へ
り
の
唱
歌
は
花
だ
け
練
習
致
し
ま

し
た
。
六
時
頃
中
学
の
講
堂
に
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
英
語
会
は
正
六
時
半
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
雨
か
降
る
の
で
お
客
様
が
大
変
少
な
う
御
座
居
ま
し
た
か
ら
、

の
こ
っ
て
見
て
居
た
い
方
は
花
か
す
ん
だ
後
又
講
堂
に
は
い
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
だ
ん
 
 
お
客
様
が
多
く
な
り
ま
し
た
の
で
専
門
学
校
のS

p
eech

の
す
ん
だ

後
女
学
は
全
部
か
へ
り
ま
し
た
。
か
へ
る
頃
に
は
雨
は
も
う
や
ん
で
居
り
ま
し
た
。
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六
月
七
日
 
 
月

 
英
語
会
も
無
事
に
す
ん
だ
の
て
、
今
日
は
一
年
の
方
が
久
し
ぶ
り
で
皆
呑
気
な

顔
を
し
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
作
業
室
の
屋
根
に
今
日
や
っ
と
便
利
瓦
が
敷

れ
ま
し
た
。
凝
念
の
時
行
道
を
致
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
又
ガ
ラ
ス
戸
棚
が
参
り

ま
し
た
。
今
日
は
今
ま
で
家
事
室
に
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
戸
棚
を
一
つ
販
売
部
に
持
っ

て
来
て
、
今
ま
で
の
販
売
部
の
は
図
書
室
に
持
っ
て
参
り
ま
し
た
。
か
へ
り
の
唱

歌
は
夕
暮
、
岸
の
桜
、
夏
の
興
で
御
座
居
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
八
日
 
 
火
 
 
晴

 
凝
念
は
校
長
先
生
が
箱
根
に
い
ら
っ
し
や
っ
て
お
留
守
な
の
で
奥
田
先
生
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
さ
う
し
て
﹁
校
長
先
生
は
い
つ
も
女
学
校
の
事
を
思
っ
て
居
て
下

さ
る
の
で
す
。
今
週
中
は
あ
ち
ら
に
い
ら
っ
し
や
る
の
で
す
か
ら
よ
い
歌
で
も
出

来
た
ら
お
送
り
し
て
な
ほ
し
て
い
た
ゞ
い
た
ら
、
よ
い
で
せ
う
﹂
と
お
っ
し
や
い

ま
し
た
。
渡
邊
先
生
は
御
病
気
で
お
休
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
今
日
か
ら
お
見
え

に
な
り
ま
し
た
。
お
仕
舞
は
先
生
の
御
都
合
で
午
前
中
に
な
り
ま
し
た
。

 
今
日
は
か
な
り
暑
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
窓
か
ら
吹
き
こ
む
わ
づ
か
の
風
に
喜
ぶ

と
こ
ろ
な
ど
は
す
っ
か
り
夏
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 
 
六
月
九
日
 
 
水

 
観
音
経
の
時
は
行
道
を
致
し
ま
し
た
。
此
頃
食
後
の
お
休
み
に
な
わ
と
び
が
は

や
り
ま
す
。
一
年
の
方
等
毎
日
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
四
年
で
は
出
る
人
が

少
し
ご
ざ
い
ま
す
。
食
卓
に
は
花
畑
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
ス
、
や
く
る
ま
草
等
が
か

ざ
ら
れ
て
食
事
を
し
な
が
ら
庭
の
花
を
み
て
居
る
様
で
す
。

 
 
 
六
月
拾
日
 
 
木
 
 
晴

 
毎
日
好
い
天
気
つ
ゞ
き
で
す
。
作
業
室
も
屋
根
が
ふ
か
れ
ま
し
た
。
来
週
あ
た

り
は
長
刀
も
中
で
出
来
る
で
せ
う
。
午
前
中
参
観
の
方
々
が
大
勢
い
ら
っ
し
や
い

ま
し
た
。
奥
田
先
生
が
御
案
内
し
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
先
生
が

お
客
様
を
御
案
内
な
さ
っ
て
ど
こ
へ
い
ら
っ
し
や
っ
て
も
こ
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま

す
と
、
立
派
に
お
っ
し
や
ら
れ
る
様
常
に
心
か
け
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
人
に
み
せ
る
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
達
の
修
養
の
た
め
に
。

 
 
 
六
月
十
一
日
 
 
曇
後
雨

 
今
日
か
ら
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
。
何
と
な
く
じ
め
 
 
と
し
た
日
で
す
。
今
日

は
大
沼
先
生
は
お
や
す
み
で
し
た
。
国
語
室
の
前
の
お
池
の
水
蓮
が
咲
き
初
め
、

椿
の
葉
の
間
か
ら
若
々
し
い
み
ど
り
の
葉
が
出
て
参
り
ま
し
た
。
私
達
の
う
え
た

ジ
ヤ
ガ
芋
も
大
分
大
き
く
な
り
、
白
い
花
が
さ
き
出
し
ま
し
た
。

 
帰
り
が
け
に
奥
田
先
生
か
ら
御
不
浄
の
お
掃
除
の
仕
方
に
つ
い
て
﹁
お
床
の
間

を
ふ
く
よ
う
な
気
持
で
そ
れ
か
ら
絞
っ
た
時
は
か
ら
つ
と
ふ
き
あ
げ
た
様
に
﹂
と

云
う
御
注
意
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。﹁
茶
味
﹂
が
出
来
ま
し
た
の
で
図
書
室
に
お

か
れ
ま
し
た
。
帰
る
こ
ろ
か
ら
雨
が
ふ
り
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
十
二
日
 
 
土
曜
日

 
凝
念
の
時
奥
田
先
生
が
朝
学
校
の
中
を
見
て
あ
る
き
ま
し
た
ら
大
へ
ん
に
き
れ

い
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
い
つ
で
も
き
れ
い
で
あ
る
様
に
心
か
け
て
下
さ
い

と
お
っ
し
た
い
ま
し
た
。
行
道
を
い
た
し
ま
し
た
。
午
後
二
時
こ
ろ
に
中
村
先
生

が
箱
根
か
ら
お
か
へ
り
に
す
ぐ
女
学
校
へ
い
ら
っ
し
や
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
お
は
か
き
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
の
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

 
一
番
終
り
の
一
年
四
年
の
園
芸
の
時
は
先
生
も
御
一
所
に
な
さ
い
ま
し
た
唱
歌

の
す
ん
た
後
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
﹁
お
か
へ
り
な
さ
い
ま
し
﹂
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
十
四
日
 
 
月
 
 
曇

 
入
梅
に
入
っ
て
か
ら
三
日
に
な
り
ま
す
の
に
一
向
雨
が
降
り
ま
せ
ん
。
今
日
は

寒
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
作
業
室
の
跡
へ
植
木
が
沢
山
植
込
ま
れ
ま
し
た
の
で
ほ
ん

と
う
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
お
掃
除
の
道
具
が
揃
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
気
を
付
け

て
ご
た
 
 
の
な
ら
ぬ
様
に
し
ま
せ
う
︵
然
し
ま
だ
公
に
は
申
し
ま
せ
ん
で
し
た
︶
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帰
へ
り
の
唱
歌
は
ロ
オ
レ
ラ
イ
の
三
部
合
唱
と
故
郷
、
演
習
、
い
づ
れ
も
新
ら

し
い
の
を
︵
渡
辺
先
生
か
ら
︶
致
し
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
十
五
日
 
 
火
 
 
曇

 
凝
念
の
時
中
村
先
生
は
い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
後
全
体
集
っ
て
ロ
オ
レ
ラ
イ
を
う
た
ひ
ま
し
た
。
午
後
各
組
の
自
習
時
間
に
身

長
と
胸
囲
と
を
量
り
ま
し
た
。
風
が
強
く
吹
い
て
居
り
ま
す
の
で
机
の
上
が
ザ
ラ

 
 
し
て
気
持
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
十
六
日
 
 
水
 
 
雨

 
昨
日
か
ら
の
風
は
相
変
ら
ず
吹
い
て
を
り
ま
す
。
お
昼
頃
か
ら
雨
が
降
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
薙
刀
の
午
後
あ
る
級
は
作
業
室
で
な
さ
ひ
ま
し
た
。
可
愛
ら

し
い
﹁
谷
間
の
姫
百
合
﹂
を
一
年
か
ら
、
四
年
ま
で
、
み
ん
な
に
久
子
先
生
が
下

さ
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
可
愛
ら
し
い
花
で
す
。
帰
り
の
唱
歌
は
、﹁
ロ
ー
レ

ラ
イ
﹂
を
さ
ら
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、﹁
故
郷
回
想
﹂
と
﹁
夏
の
興
﹂
を
致
し
ま
し
た
。

雨
風
が
強
く
な
っ
て
、
皆
様
お
帰
り
の
時
は
さ
ぞ
お
困
り
に
な
つ
た
事
で
せ
う
。

 
 
 
六
月
十
七
日
 
 
木
 
 
曇
後
晴

 
昨
日
あ
ま
り
は
げ
し
く
雨
が
降
り
ま
し
た
か
ら
、
今
日
は
か
ら
り
と
晴
れ
た
気

持
よ
い
お
天
気
に
な
る
で
せ
う
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
ら
、
朝
に
な
っ
て
も
ま
た

大
そ
う
曇
っ
て
居
り
ま
し
た
。
凝
念
の
時
行
道
を
致
し
ま
し
た
。
朝
の
御
挨
拶
後

で
校
長
先
生
や
其
他
諸
先
生
が
お
み
え
に
な
っ
た
時
、
心
か
ら
喜
べ
る
人
は
心
に

病
ま
し
い
事
の
な
い
人
で
、
先
生
方
の
お
顔
か
み
え
る
と
に
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
様
な
人
は
心
に
く
も
り
の
有
る
人
で
す
。
常
に
喜
ん
で
先
生
の
お
そ
ば
へ
行
っ

て
先
生
の
御
指
導
を
い
た
ゞ
く
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
の
お
話
が
有
り

ま
し
た
。
お
庭
の
小
梅
の
実
が
熟
し
て
、
早
土
に
落
ち
た
の
も
御
ざ
い
ま
す
。
午

後
三
四
年
の
作
っ
た
冷
た
い
お
菓
子
を
僅
か
許
り
諸
先
生
に
差
上
げ
て
召
上
っ
て

い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
音
楽
会
の
お
通
知
を
頂
き
ま
し
た
。

 
今
日
は
十
時
頃
か
ら
お
天
気
も
よ
く
な
つ
て
大
そ
う
よ
い
気
持
で
御
ざ
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
い
つ
も
よ
り
余
程
暑
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
十
八
日
 
 
金
 
 
曇

 
今
日
は
一
日
ぼ
ん
や
り
と
し
た
い
や
な
お
天
気
で
し
た
。

 
凝
念
の
後
で
奥
田
先
生
か
ら
お
は
な
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
先
生
方
と
だ

ん
 
 
な
れ
て
く
る
と
遠
慮
が
な
く
な
る
。
そ
し
て
し
ら
ず
 
 
 
に
不
作
法
な

事
を
す
る
。
な
れ
て
も
遠
慮
を
す
る
時
は
何
處
ま
で
も
し
て
す
る
と
言
ふ
の
で
し

た
。
図
書
は
全
体
お
休
み
で
し
た
。
午
後
四
時
か
ら
臨
時
渡
辺
先
生
が
お
出
で
下

さ
っ
て
唱
歌
の
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
も
多
勢
で
や
る
と
大
き
く
な
る
所
や

小
さ
い
所
が
揃
ひ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
か
へ
っ
て
か
ら
草
川
先
生
が
バ
イ
オ
リ
ン

の
練
習
な
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
 
 
 
 
終
り

 
 
 
六
月
十
九
日
 
 
土
 
 
雨
後
曇

 
昨
夜
か
ら
の
雨
で
今
朝
は
な
ん
と
な
く
落
付
い
て
居
り
ま
し
た
。
凝
念
の
時
奥

田
先
生
か
ら
お
話
が
御
座
い
ま
し
た
。

 
人
が
物
を
し
ま
ふ
の
を
忘
れ
て
、
置
い
て
あ
っ
た
場
合
な
と
、
そ
れ
を
見
て
か

た
つ
け
で
置
い
て
あ
げ
や
う
と
い
ふ
和
の
心
持
ち
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

事
。
着
物
を
大
切
に
扱
ふ
と
い
ふ
事
の
二
つ
で
し
た
。
月
曜
か
ら
出
来
上
が
っ
た

作
業
室
で
久
し
く
や
め
て
を
つ
た
自
彊
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
か
へ
り
の
唱
歌
は
夕
の
鐘
、
夏
の
興
、
ヲ
ー
タ
ー
ロ
ー
を
致
し
ま
し
た
。
帰
り

に
三
四
年
と
唱
歌
の
練
習
を
い
た
し
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
廿
一
日
 
 
月

 
今
朝
は
久
し
ぶ
り
で
自
彊
術
を
致
し
ま
し
た
。
今
日
の
お
ひ
る
は
二
年
の
方
が

作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
午
後
四
年
は
五
時
間
目
に
他
の
組
は
帰
り
に
明
日
の
唱

歌
の
練
習
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
お
し
ま
ひ
も
さ
ら
ひ
ま
し
た
。
明
日
の
音
楽
会

に
は
先
生
達
が
い
ろ
 
 
の
事
を
し
て
下
さ
い
ま
す
の
で
皆
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。
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六
月
二
十
二
日
 
 
火
 
 
曇
後
晴

 
待
ち
に
ま
つ
て
い
た
音
楽
会
も
い
よ
 
 
今
日
と
な
り
ま
し
た
。
中
村
先
生
の

凝
念
で
し
た
け
れ
ど
も
先
生
は
お
加
減
が
わ
る
く
て
お
出
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

凝
念
の
後
奥
田
先
生
の
お
は
な
し
が
御
座
い
ま
し
た
。

 
そ
れ
は
、
中
村
先
生
は
い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
心
の
先
生

に
は
御
心
配
を
か
け
ぬ
様
、
そ
し
て
ま
の
ぬ
け
た
所
の
な
い
様
ど
ん
 
 
す
る
事

と
い
ふ
様
な
お
話
で
御
座
い
ま
し
た
。
す
ぐ
そ
れ
か
ら
昨
日
お
っ
し
や
っ
た
様
に

お
掃
除
を
致
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
し
た
の
で
大
へ
ん
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

食
堂
は
会
場
に
作
っ
て
あ
る
の
で
作
業
室
で
お
む
す
び
を
頂
き
ま
し
た
。
お
食
後

奥
田
先
生
の
御
話
は
御
座
い
ま
し
た
。

 
そ
れ
は
音
楽
を
さ
ま
た
げ
な
い
様
に
外
の
変
な
音
は
出
さ
な
い
様
に
と
い
ふ
お

は
な
し
で
し
た
。
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
り
ま
し
た
。

 
 
 
音
楽
会
目
次

 
 
 
 
第
一
部

 
一
、
合
唱
﹁
ロ
ー
レ
ラ
イ
﹂ 
 
 
 
 
 
 
 
全
校

 
一
、
ピ
ア
ノ
﹁
ソ
ナ
タ
﹂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
年
、
宇
川
敏

 
一
、
唱
歌
﹁
う
ま
し
夢
た
の
し
わ
が
家
﹂ 
 
 
一
年
生

 
一
、
ピ
ア
ノ
﹁
ソ
ナ
チ
ネ
﹂ 
 
 
 
 
 
 
 
三
年
小
野
愛

 
一
、
唱
歌
﹁
た
よ
ね
献
花
輪
﹂ 
 
 
 
 
 
 
二
年
生

 
一
、
ピ
ア
ノ
﹁
ソ
ナ
タ
﹂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
年
佐
伯
清

 
一
、
唱
歌
﹁
春
の
う
つ
み
森
の
小
鳥
﹂ 
 
 
 
三
年
生

 
一
、
独
唱
 
羽
衣
 
梁
田
店
作
 
 
 
 
 
 

小
林
先
生

 
 
 
 
 
 
夕
の
鐘
 
ホ
ス
タ
ー
作

 
 
 
 
 
 
荒
城
の
月
 
瀧
廉
太
郎
作

 
一
、
バ
イ
オ
リ
ン
 
ベ
ル
ソ
ー
ズ
 
ゴ
ダ
ー
ル
作
 
 
 
草
川
先
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
ヌ
エ
ッ
ト
 
ベ
ト
ー
フ
ェ
ン
作

 
一
、
唱
歌
﹁
星
、
花
の
少
女
﹂ 
 
 
 
四
年
生

 
一
、
独
唱
﹁
ホ
エ
ヤ
エ
バ
ー
ユ
ー
ウ
オ
ー
ク
﹂ 
 
 
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
先
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ベ
ン
デ
ル
作

 
 
 
 
第
二
部
　
　
　
琴

 
一
、
七
草
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
香
取
、
小
野
、
井
上
、
今
村
、
馬
場

 
一
、
六
段
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後
藤
、
中
村
、
桜
井
、
今
村
、
小
野
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牧
原
、
松
村

 
一
、
須
磨
の
嵐
 
 
 
 
 
 
 
 
 
落
合
先
生

 
 
 
 
第
三
部

 
一
、
敦
盛
 
 
 
 
 
 
 
 
二
年
 
今
村
厚
 
 
鼓
 
後
藤
ふ
み

 
一
、
蝉
丸
 
 
 
 
 
 
 
 
三
年
 
伊
藤
和
 
 
鼓
 
新
藤
ふ
き

 
一
、
玉
葛
 
 
 
 
 
 
 
 
四
年
 
二
宮
淑
 
 
鼓
 
中
村
み
さ

 
一
、
高
砂
 
 
 
 
 
 
 
 
観
世
先
生
 
弘
誓
先
生

 
 
茶
菓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上

 
開
会
は
耐
子
さ
ん
、
閉
会
は
柳
沢
さ
ん
で
し
た
。

 
開
会
の
お
こ
と
ば
の
様
に
私
た
ち
の
は
未
熟
で
も
先
生
方
の
か
皆
よ
か
っ
た
の

で
う
れ
し
う
御
座
い
ま
し
た
。
四
時
半
事
な
く
会
は
す
み
ま
し
た
。

 
今
日
は
中
村
先
生
の
変
り
に
学
園
主
事
の
児
玉
先
生
が
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
廿
三
日
 
 
水
 
 
曇
後
雨

 
朝
凝
念
の
前
か
ら
昨
日
の
音
楽
会
の
会
場
で
あ
っ
た
食
堂
の
後
か
た
ず
け
を
致

し
ま
し
た
。
自
彊
術
の
時
間
ま
で
か
ゝ
り
ま
し
た
の
で
自
彊
術
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
日
は
昨
日
学
校
中
の
大
掃
除
を
し
た
の
で
ど
こ
に
行
っ
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
か
へ
り
の
唱
歌
は
勇
気
、
夕
暮
、
荒
城
の
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
二
十
四
日
 
︵
木
︶
 
 
曇
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凝
念
の
時
、
奥
田
先
生
か
ら
明
日
の
地
久
節
に
つ
い
て
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
午
前
の
授
業
が
す
ん
で
掃
除
を
し
や
う
と
し
て
居
る
と
講
堂
に
あ
つ
ま
る
様
に

お
っ
し
や
っ
た
の
で
そ
こ
で
静
か
に
お
待
ち
し
て
居
り
ま
し
た
。
そ
し
て
浮
の
宮

殿
下
の
御
養
育
係
山
内
大
尉
よ
り
皇
后
陛
下
の
御
日
常
の
お
仕
事
、
御
養
蚕
の
事

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
畏
れ
多
い
事
ば
か
り
で
、
御
徳
の
高

く
あ
ら
せ
ら
れ
る
と
云
う
事
が
一
さ
う
し
み
 
 
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
お
昼

の
御
飯
が
お
そ
く
な
り
、
午
後
の
授
業
は
一
時
半
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
尉
は

お
茶
室
で
御
懐
石
を
召
し
上
げ
ま
し
た
。
四
年
生
は
五
六
時
間
目
に
校
舎
中
御
備

品
を
調
べ
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
二
十
五
日
 
︵
金
︶
 
 
曇
後
晴

 
自
彊
術
・
凝
念
が
す
ん
で
か
ら
直
に
十
二
ヵ
月
の
封
筒
張
に
と
り
か
ゝ
り
ま
し

た
。
皆
一
生
懸
命
に
す
る
の
で
ど
ん
 
 
と
は
か
ど
り
、
一
組
づ
ゝ
分
け
て
置
く

の
が
中
々
急
が
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
日
つ
ゞ
け
て
す
る
筈
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
小
学
校
の
音
楽
会
に
行
く
事
に
な
り
一
時
少
し
す
ぎ
に
出
か
け
お
客
様
に
な
り
、

合
唱
、
独
唱
、
ピ
ヤ
ノ
、
お
伽
歌
劇
な
ど
伺
ひ
し
ま
し
た
。
草
川
先
生
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
四
年
男
の
お
伽
歌
劇
﹁
桃
太
郎
﹂
、
五
六
年
女
の
﹁
う
か
れ
だ
る
ま
﹂

な
ど
最
も
面
白
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
学
校
に
か
へ
っ
て
か
ら
講
堂
の
後
か
た
づ

け
を
し
、
三
年
生
の
お
心
づ
く
し
の
お
三
時
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
丁
度
熊
ヶ
谷

の
女
子
校
へ
お
話
し
に
入
ら
っ
し
や
っ
て
御
か
へ
り
に
な
っ
た
奥
田
先
生
も
ご
一

し
ょ
に
召
し
上
り
、
後
で
お
み
や
げ
話
し
を
伺
ひ
ま
し
た
。

 
 
 
六
月
二
十
六
日
 
︵
土
︶
 
 
曇
後
雨

 
昨
日
は
地
久
節
を
祝
ふ
様
に
お
天
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
又
曇
っ
て
居

り
二
時
過
か
ら
ふ
り
出
し
ま
し
た
。
か
へ
り
に
講
堂
に
集
り
尼
港
で
惨
殺
さ
れ
た

七
百
余
名
の
同
胞
の
為
に
し
つ
か
に
観
音
経
を
読
誦
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
心

力
歌
第
八
章
を
と
な
へ
ま
し
た
。
向
う
へ
行
っ
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
方
は
ほ
ん
と

に
お
き
の
と
く
な
事
で
す
。
さ
ぞ
く
や
し
く
い
ら
っ
し
や
っ
た
事
で
せ
う
。

 
 
 
六
月
廿
八
日
 
 
月

 
朝
か
ら
む
し
あ
つ
い
嫌
な
風
が
ふ
い
て
居
り
ま
し
た
。
今
日
は
二
年
の
方
の
御

料
理
し
て
下
さ
っ
た
﹁
お
か
ら
﹂
を
御
ひ
る
に
頂
き
ま
し
た
。
帰
り
の
唱
歌
を
渡

辺
先
生
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

 
旅
行
費
は
一
日
か
ら
三
日
ま
で
に
出
す
事
。

 
荷
物
を
一
日
の
夕
方
ま
で
に
学
校
に
も
つ
て
来
る
事
。

と
云
う
け
い
字
が
出
て
居
ま
し
た
。
割
烹
室
の
入
口
の
所
を
大
工
さ
ん
が
し
き
り

に
手
を
入
れ
て
居
り
ま
す
。
近
い
う
ち
に
き
れ
い
に
な
る
事
で
御
座
居
ま
せ
う
。

 
 
 
六
月
廿
九
日

 
凝
念
は
中
村
先
生
が
い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
奥
田
先
生
で
行
道
を

い
た
し
ま
し
た
。
朝
よ
り
相
か
わ
ら
ず
い
や
な
雨
が
降
っ
て
居
り
ま
し
た
。
割
烹

室
の
前
に
戸
が
立
つ
様
に
な
り
ま
し
た
。
帰
り
に
唱
歌
は
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
 
 
六
月
丗
日
 
 
水
 
 
晴

 
も
う
梅
雨
が
あ
け
た
の
で
せ
う
か
本
当
に
よ
い
お
天
気
で
し
た
。
久
子
先
生
が

お
休
み
で
す
の
で
四
年
、
一
年
は
裁
縫
を
致
し
ま
し
た
。
旅
行
の
荷
物
も
五
六
つ

持
っ
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
旅
行
の
お
話
で
大
へ
ん
で

す
こ
と
。
更
衣
室
に
作
業
服
掛
が
出
来
ま
し
た
の
で
大
へ
ん
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

帰
へ
り
の
唱
歌
は
懐
故
郷
、
演
習
を
う
た
ひ
ま
し
た
。

 
原
文
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
記
し
た
が
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
を
適
当

に
つ
け
、
ま
た
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
当
番
の
生
徒
名

は
、
削
除
し
た
。

家
政
学
部
家
政
学
科

＊
家
政
学
部
家
政
学
科
卒
業
生


